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『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』
前
史
の
生
命
環
境
倫
理
学

　
　
　
│
現
実
と
虚
構
の
あ
い
だ
で〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉を
考
え
る
│
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序
環
境
汚
染
へ
の
危
機
感
か
ら
生
起
し
た
と
も
言
え
る
「
環
境
倫
理
学
」１
。

そ
の
教
育
、
あ
る
い
は
環
境
教
育
は
、
主
に
倫
理
学
者
や
環
境
科
学
者
た
ち

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
環
境
破
壊
に
か
ん
す
る

自
然
科
学
的
知
見
を
ふ
ま
え
る
だ
け
で
は
今
や
済
ま
な
く
な
っ
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
、
自
然
環
境
や
そ
の
破
壊
／
保
全
／
保
護
２
、
科
学
技
術
に
ま
つ
わ

る
イ
メ
ー
ジ
が
映
画
や
漫
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
知
的
影
響
力
が
増
大
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
３
。

そ
う
し
た
映
画
と
し
て
「
ジ
ブ
リ
作
品
」
を
挙
げ
う
る
。

わ
け
て
も
宮
崎
駿
監
督
作
品
『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』（
一
九
八
八
年
）
は
、

毎
年
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
て
子
ど
も
が
親
や
祖
父
母
と
一
緒
に
鑑
賞
す
る
作
品

で
あ
り
、
子
ど
も
と
親
、
祖
父
母
の
三
世
代
で
「
環
境
破
壊
と
は
何
か
」
を

考
え
る
場
面
で
、
子
ど
も
は
「
ト
ト
ロ
」
的
自
然
が
失
わ
れ
る
こ
と
だ
と
答

え
う
る
。
あ
る
い
は
、
同
じ
く
宮
崎
監
督
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
『
風
の

谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』（
一
九
八
四
年
、
以
下
、『
ナ
ウ
シ
カ
』
と
略
記
）
を
観
る

こ
と
で
、
い
わ
ば
核
の
「
絶
対
戦
争
」４
後
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
を
想
像
し
、
地

球
環
境
が
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
る
怖
さ
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
５
。『
ナ

ウ
シ
カ
』
や
『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』
は
、
わ
れ
わ
れ
が
生
命
や
環
境
に
か
ん

す
る
倫
理
学
的
思
考
を
形
成
す
る
さ
い
の
重
要
な
手
が
か
り
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。

し
か
も
、
映
画
『
ナ
ウ
シ
カ
』
の
鑑
賞
に
触
発
さ
れ
て
そ
の
漫
画
版
を
読

ん
だ
ひ
と
な
ら
ば
、
次
の
こ
と
を
知
る
。
つ
ま
り
、
ナ
ウ
シ
カ
た
ち
は
核
的

な
火
で
世
界
全
体
が
徹
底
的
に
汚
染
さ
れ
た
環
境
に
あ
っ
て
も
生
き
ら
れ
る

よ
う
、「
生
命
操
作
技
術
」
に
よ
っ
て
改
造
さ
れ
て
お
り
、
と
は
い
え
、
そ

の
汚
染
が
除
去
さ
れ
た
後
の
世
界
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
…
…
。
わ
れ

わ
れ
の
現
実
を
手
が
か
り
と
し
た
想
像
上
の
産
物
ゆ
え
に
『
ナ
ウ
シ
カ
』
に

は
わ
れ
わ
れ
の
理
解
や
共
感
を
む
け
や
す
く
、
そ
う
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
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人
造
人
間
と
破
局
的
環
境
と
の
関
係
を
語
り
出
す
と
き
、
視
聴
者
の
わ
れ
わ

れ
は
、
生
命
環
境
倫
理
に
か
ん
す
る
自
身
の
考
え
方
を
『
ナ
ウ
シ
カ
』
の
作

品
内
容
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
読
書
を
通
じ
て

小
説
の
内
容
が
読
者
自
身
の
人
生
理
解
に
影
響
を
与
え
る
仕
方
と
構
造
は
同

じ
で
あ
る
６
。

こ
う
し
て
環
境
と
そ
こ
に
住
ま
う
人
間
の
相
互
制
約
的
関
係
に
原
理
的
な

哲
学
的
視
線
を
む
け
た
の
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
学
者
の
今
道
友
信
で
あ
る
。

そ
の
入
門
書
『
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
：
生
圏
倫
理
学
入
門
』
で
は
、「
も
と
も
と
エ

コ
（eco

）」
が
「
ギ
リ
シ
ア
語
の
オ
イ
コ
ス
…
…
を
音
写
し
た
ラ
テ
ン
語
」
で

あ
り
、
ま
た
「
家
」
を
指
す
オ
イ
コ
ス
は
「
広
義
に
は
生
息
地
、
生
息
圏
」
を

意
味
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
今
道
自
身
の
造
語
で
あ
る
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
は

「
生
圏
倫
理
学
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
た
（
今
道
、
十
八
頁
）。「
人
類
の
生
息
圏
全

体
に
わ
た
る
倫
理
学
」（
今
道
、
十
九
頁
）
が
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
で
あ
る
か
ぎ
り
、

現
代
の
エ
コ
は
「
科
学
技
術
を
環
境
と
す
る
現
代
世
界
」、「
高
度
技
術
社

会
の
生
活
圏
」
を
指
す
（
今
道
、
十
九
頁
）。
つ
ま
り
、
現
代
人
の
「
生
（
息
）
圏

（ecosphere

）」
は
「
生
命
圏
（biosphere

）」
と
「
技
術
圏
（technosphere

）」

が
複
合
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
。

生
命
圏
と
技
術
圏
の
こ
の
複
合
世
界
は
地
球
だ
け
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ

が
生
き
る
二
〇
一
九
年
の
現
実
世
界
に
は
、
た
と
え
ば
有
人
の
「
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（ISS

）」
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
一
九
六
八
年
に
「
中
立
進

化
論
」
を
発
表
し
た
数
理
的
遺
伝
学
者
の
木
村
資
生
は
そ
の
啓
蒙
書
『
生
物

進
化
を
考
え
る
』（
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
年
）
の
な
か
で
「
ス
ペ
ー
ス
コ
ロ

ニ
ー
」
と
い
う
住
環
境
を
と
り
あ
げ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
一
方
で
わ
れ
わ

れ
の
生
き
る
現
実
で
言
え
ば
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
宇
宙
研
究
所
を
創
設

し
た
物
理
学
者
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
Ｋ
・
オ
ニ
ー
ル
が
一
九
七
〇
年
代
に
提
案
し

た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
他
方
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
が
そ
の
Ｓ
Ｆ
小
説

『
宇
宙
の
ラ
ン
デ
ヴ
ー
』（
一
九
七
三
年
）
で
描
い
た
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
７
。

ま
た
、
渡
辺
正
峰
は
そ
の
啓
蒙
書
『
脳
の
意
識 

機
械
の
意
識
：
脳
神
経
科

学
の
挑
戦
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
七
年
）
の
な
か
で
、
読
者
が
脳
神
経

科
学
の
直
観
的
理
解
を
得
う
る
よ
う
、
例
と
し
て
映
画
『
ナ
ウ
シ
カ
』
や

『A
K

IR
A

』、『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
を
挙
げ
て
い
た
８
。

こ
う
し
て
岩
波
新
書
や
中
公
新
書
と
い
っ
た
著
名
な
啓
蒙
書
に
も
確
認
で

き
る
が
、
自
然
科
学
の
側
で
も
読
者
の
科
学
理
解
の
た
め
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

を
活
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
論
者
の
横
地
が
編
著
者
を
つ
と

め
た
教
科
書
『
映
画
で
考
え
る
生
命
環
境
倫
理
学
』
で
は
、
映
画
と
い
う
虚

構
と
わ
れ
わ
れ
の
現
実
と
の
多
様
な
思
想
的
影
響
関
係
を
哲
学
的
観
点
か
ら

見
定
め
な
が
ら
、
生
命
環
境
倫
理
の
内
実
を
学
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
試
み

ら
れ
た
。
こ
の
試
み
は
、
た
と
え
ば
識
者
が
環
境
科
学
の
啓
蒙
を
学
生
や
市

民
に
行
な
う
さ
い
、
虚
構
と
現
実
と
を
見
分
け
る
こ
と
の
学
的
意
味
を
知
ら

な
い
ま
ま
に
虚
構
作
品
を
利
用
し
、
虚
構
と
現
実
を
「
す
り
か
え
る
」
危
険

を
防
ぐ
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
た
。

サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
科
学
を
題
材
と
し

た
虚
構
で
あ
る
。
科
学
的
思
考
か
ら
倫
理
学
的
思
考
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
、

そ
う
し
た
Ｓ
Ｆ
作
品
と
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
観
客
の
Ｓ
Ｆ
的
想
像
力
は
だ

い
た
い
の
知
的
射
程
が
大
学
の
教
養
教
育
ま
で
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
く
９
、
あ
る
い
は
小
学
生
で
も
そ
れ
な
り
に
科
学
的
理
解
を
得
う
る
範
囲

に
あ
る
。
小
稿
で
は
、こ
う
し
た
知
識
レ
ベ
ル
を
合
わ
せ
て
考
察
を
行
な
う
。

小
稿
の
進
行
は
以
下
で
あ
る
。
第
一
節
「
人
類
存
続
と
〈
進
化
史
的
ア
プ

リ
オ
リ
〉」
で
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
カ
ン
ト
改
釈
に
示
さ
れ

た
「
哲
学
的
人
間
学
」
の
観
点
か
ら
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
概
念
を
提
示
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し
て
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
を
確
認
し
10

、
第
二
節
「
科
学
技
術
の
実
践

的
三
段
論
法
」
で
は
、
今
道
の
言
う
〝
転
倒
し
た
実
践
的
推
論
〞
を
手
が
か

り
に
、
生
物
学
的
な
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（pandem

ic; 

感
染
爆
発
）」
の
発
生

可
能
性
は
、
隠
さ
れ
た
〝
悪
徳
の
実
践
的
推
論
〞
に
も
と
づ
く
こ
と
を
指
摘

す
る
。
第
三
節
「
キ
メ
ラ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
？
」
で
は
、
第
二
節
の
確
認
を

手
が
か
り
に
現
実
の
環
境
問
題
に
お
け
る
虚
構
と
現
実
の
「
す
り
か
え
」
が

生
物
学
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
発
生
可
能
性
を
増
大
さ
せ
か
ね
な
い
こ
と
を

〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
11

。

一
　
人
類
存
続
と
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉

１
　『
ナ
ウ
シ
カ
』
か
ら
『C

O
PPELIO

N

』
へ

漫
画
版『
ナ
ウ
シ
カ
』第
七
巻
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、ナ
ウ
シ
カ
た
ち
は
、

核
的
な
火
の
汚
染
物
質
に
満
ち
た
「
腐
海
」
が
広
が
る
破
局
的
な
汚
染
環
境

の
な
か
で
も
僅
か
な
装
備
で
生
存
可
能
な
「
強
化
人
間
（enhanced 

hum
an

）」
と
し
て
「
設
計
」「
制
作
」
さ
れ
て
い
た
（
ナ
ウ
シ
カ
７
、
一
二
九
頁
、
一

七
一
頁
、
一
九
八
頁
）。「
シ
ュ
ワ
の
墓
所
」
と
呼
ば
れ
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

拠
点
を
作
っ
た
科
学
技
術
者
た
ち
は
そ
の
設
計
と
制
作
を
担
い
、
腐
海
に
よ

る
汚
染
物
質
の
「
浄
化
」
が
終
わ
っ
た
の
ち
、
か
つ
て
の
生
物
環
境
を
再
現

す
る
技
術
も
そ
の
拠
点
に
保
持
し
た
（
ナ
ウ
シ
カ
７
、
一
九
九
頁
）。
つ
ま
り
、
汚

染
物
質
を
集
積
し
浄
化
す
る
腐
海
も
、
存
在
目
的
は
件
の
生
物
環
境
を
理
想

的
に
再
現
す
る
こ
と
に
あ
り
（
ナ
ウ
シ
カ
７
、
一
九
五
頁
）、
す
で
に
再
現
が
進
む

「
青
き
清
浄
の
地
」
で
生
き
ら
れ
る
の
は
、
核
の
絶
対
戦
争
以
前
の
世
界
を

生
き
た
人
間
や
動
植
物
と
同
じ
存
在
者
だ
け
で
あ
っ
た
（
ナ
ウ
シ
カ
７
、
一
九
五

頁
）。
ナ
ウ
シ
カ
ら
改
造
人
間
は
、
そ
の
地
で
は
肺
か
ら
血
を
噴
い
て
呼
吸

さ
え
で
き
ず
に
絶
命
す
る
（
ナ
ウ
シ
カ
７
、
一
二
九
頁
）。

強
調
す
べ
き
は
、『
ナ
ウ
シ
カ
』
と
い
う
虚
構
に
お
け
る
強
化
人
間
の
生

物
学
的
本
性
は
十
万
年
単
位
の
「
環
境
適
応
」
を
通
じ
て
生
成
し
た
も
の
で

は
な
く
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
も
と
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
現
実
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス『
自
然
学
』の
場
合
、

「
自
然
」
に
従
っ
て
「
生
成
す
る
（gignesthai

）」
存
在
者
、
つ
ま
り
、「
生
成

（genesis

）」
の
「
原
理
（arkhē

）」
を
そ
れ
自
体
が
そ
な
え
る
自
然
物
と
区
別

さ
れ
る
の
は
12

、
人
間
が
最
狭
義
の
「
制
作
（poiēsis

）」
を
通
じ
て
現
実
に

も
た
ら
し
た
人
工
物
、
つ
ま
り
、「
作
品
（ergon

）」
で
あ
っ
た
が
13

、『
ニ
コ

マ
コ
ス
倫
理
学
』
で
は「
技
術
知（technē

）」
に
も
と
づ
い
て「
質
料（hylē

）」

を
加
工
し
、「
形
相
（eidos

）」
を
体
現
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
「
制
作
」
だ
と

規
定
さ
れ
て
い
た
（EN

, Vol. 6, C
hap. 4

）。
こ
う
し
た
生
成
と
制
作
の
対
比
に
そ

く
し
て
言
え
ば
、
人
類
の
場
合
、
数
千
世
代
に
わ
た
る
環
境
適
応
を
通
じ
て

十
万
年
単
位
で
身
心
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
は
自
然
に
生
成
し
て
き

た
。
小
稿
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
現
実
に
お
け
る
こ
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ

リ
〉
の
観
点
か
ら
、
虚
構
で
想
像
さ
れ
た
強
化
人
間
の
制
作
が
は
ら
む
危
険

性
を
見
定
め
る
が
、
そ
れ
は
、
そ
う
し
た
虚
構
の
発
想
を
現
実
に
密
輸
入
す

る
愚
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
目
的
に
そ
く
し
て
小
稿
で
と
り
あ
げ

る
の
は
、『
ナ
ウ
シ
カ
』
前
史
と
も
言
え
る
設
定
を
も
ち
、『
ナ
ウ
シ
カ
』
と

同
じ
く
、
人
間
改
造
が
は
ら
む
危
険
性
を
看
取
し
や
す
い
井
上
智
徳
の
漫
画

作
品
『C

O
PPELIO

N

』14
で
あ
る
。

こ
の
『C

O
PPELIO

N

』
と
い
う
虚
構
で
は
、
原
子
力
発
電
所
が
重
大
事
故

を
起
こ
し
た
の
ち
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
と
し
て
閉
鎖
さ
れ
た
二
〇
三
六
年

の
東
京
が
舞
台
で
あ
る
（
井
上
、
１
巻
）。
人
間
が
住
み
え
な
い
最
悪
の
放
射
性

汚
染
地
域
は
、
総
合
的
な
核
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
生
命
操
作
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
を
手
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掛
け
る
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ド
に
よ
っ
て
「
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場
」
に
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
地
で
「
コ
ッ
ペ
リ
オ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
「
強
化
ク
ロ
ー
ン
人
間

（enhanced hum
an clone

）」
が
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
に
立
ち
向
か
う
。
こ
う
し

た
活
動
が
可
能
で
あ
る
の
も
、
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
受
精
卵
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
加
工
し
、

「
放
射
性
物
質
の
イ
オ
ン
を
吸
収
し
て
無
害
化
す
る
」「
イ
オ
ン
交
換
体
」
を

細
胞
に
組
み
こ
む
こ
と
で
コ
ッ
ペ
リ
オ
ン
に
放
射
線
へ
の
身
体
的
耐
性
を
獲

得
さ
せ
た
と
い
う
設
定
だ
か
ら
で
あ
る
（
井
上
、
２
巻
）。
く
り
か
え
す
が
、
こ

れ
は
虚
構
上
の
設
定
で
あ
っ
た
。

小
稿
の
目
的
は
、
わ
れ
わ
れ
の
現
実
に
お
け
る
物
理
学
的
知
見
に
照
ら
し

て『CO
PPELIO

N

』の
科
学
的
誤
り
を
正
す
こ
と
に
は
な
い
。
サ
イ
エ
ン
ス
・

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
発
想
法
そ
れ
自
体
が
現
実
に
密
輸
入
さ
れ
る
危
険
性
、
あ

る
い
は
虚
構
と
現
実
で
同
型
の
発
想
法
が
は
ら
む
危
険
性
を
考
察
す
る
こ
と

に
あ
る
。

漫
画
の
虚
構
世
界
と
は
い
え
、
放
射
線
に
曝
さ
れ
て
も
、
細
胞
の
損
壊
が

お
き
な
い
強
化
ク
ロ
ー
ン
人
間
を
制
作
す
れ
ば
い
い
と
い
う『C

O
PPELIO

N

』

の
発
想
そ
れ
自
体
は
、
わ
れ
わ
れ
が
生
き
る
現
実
世
界
で
言
え
ば
、「
リ
ベ

ラ
ル
優
生
学
」
に
も
と
づ
い
て
「
遺
伝
子
改
造
」
を
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

展
開
す
る
発
想
と
同
型
で
あ
る
15

。

強
調
す
べ
き
は
、
放
射
性
汚
染
の
発
生
源
を
封
じ
、
汚
染
地
域
を
閉
鎖
し

て
汚
染
物
質
を
除
去
す
る
と
い
う
発
想
で
は
な
い
こ
と
、
こ
の
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
放
射
線
が
生
体
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
現
実
に

お
け
る
物
理
学
的
知
見
を
確
認
し
て
お
く
。
年
代
的
に
『C

O
PPELIO

N

』
作

者
の
井
上
も
確
認
し
え
た
啓
蒙
書
『
生
命
と
は
何
か
』（
一
九
四
四
年
）
を
著

わ
し
た
物
理
学
者
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
は
、「
Ｘ
線
」
に
よ
る

「
突
然
変
異
率
」
が
「
全
イ
オ
ン
化
密
度
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
て

い
た
16

。
そ
の
Ｘ
線
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
与
え
る
影
響
は
、
た
と
え
ば
国
立
研
究
開

発
法
人
・
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の『
原
子
力
百
科
事
典ATO

M
IC

A

』

で
は
こ
う
説
明
さ
れ
る
。

事
実
、
Ｘ
線
を
マ
ウ
ス
の
オ
ス
に
照
射
し
て
す
ぐ
に
交
配
し
て
得
た
仔
や

そ
の
仔
同
士
を
交
配
し
て
得
た
３
世
で
は
肺
腫
瘍
の
発
症
率
が
上
昇
す

る
。
つ
ま
り
一
度
の
Ｘ
線
照
射
に
よ
っ
て
生
じ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
損
傷
が
、
生
殖

細
胞
を
通
じ
て
子
孫
に
伝
わ
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。17

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
中
に
広
島
と
長
崎
に
そ
れ
ぞ
れ
落
と
さ
れ
た
ウ
ラ
ン

原
爆
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
原
爆
の
場
合
、
放
射
さ
れ
た
の
は
「
ガ
ン
マ
線
と
中

性
子
」だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
18

、「
ア
ル
フ
ァ
線
、ベ
ー
タ
線
、ガ
ン
マ
線
、

中
性
子
線
」
と
い
っ
た「
電
離
放
射
線
」
が
細
胞
内
の
原
子
を
通
過
す
る
と
、

「
こ
の
原
子
が
電
離
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
細
胞
分
裂
が
お
か
し
く
な
っ
て
細

胞
は
壊
さ
れ
る
」19
。
こ
の
電
離
と
は
「
イ
オ
ン
化
」
の
こ
と
だ
が
、
た
と
え

ば
ベ
ー
タ
線
は
細
胞
内
の
「
水
分
子
」
を
「
電
離
」
し
て
「
水
素
イ
オ
ン
」
と

「
水
酸
化
物
イ
オ
ン
」
を
発
生
さ
せ
、
こ
れ
ら
の
強
い
化
学
反
応
が
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
破
壊
し
、
細
胞
分
裂
に
異
常
が
生
じ
る
20

。
以
上
は
、
わ
れ
わ
れ
の
現
実

に
お
け
る
電
離
放
射
線
の
一
般
的
確
認
で
あ
る
。

で
は
、
そ
う
し
た
放
射
線
へ
の
身
体
的
耐
性
を
強
化
ク
ロ
ー
ン
人
間
が
獲

得
す
る
よ
う
、
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
加
工
を
ほ
ど
こ
せ
ば
い
い

と
い
う
『C

O
PPELIO

N

』
と
い
う
虚
構
の
発
想
そ
れ
自
体
は
、
い
か
な
る
危

険
性
を
も
つ
の
か
？
　
ひ
き
つ
づ
き
虚
構
と
現
実
の
あ
い
だ
で
考
察
す
る
。
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２
　『C

O
PPELIO

N

』
の
発
想
法
と
わ
れ
わ
れ
の
現
実

最
初
に
確
認
し
て
お
く
と
、
強
化
ク
ロ
ー
ン
人
間
が
〝C

O
PPEL-IO

N

〞

と
名
づ
け
ら
れ
た
の
は
（
井
上
、
１
巻
）、
ま
ず
は
〝C

O
PPEL

〞
の
語
で

「
コ
ッ
ペ
リ
ア
」
と
い
う
名
の「
人
形
」
を
強
調
し
、
次
に〝IO

N

〞
の
語
で
、

放
射
線
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
破
壊
を
と
め
る
と
い
う
、
あ
く
ま
で
虚
構
的
な
機
能

を
そ
な
え
た
イ
オ
ン
交
換
体
の
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
作
品
中

の
説
明
に
補
足
し
て
述
べ
れ
ば
、
コ
ッ
ペ
リ
ア
は
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
で
一
八

七
〇
年
五
月
二
五
日
に
初
演
の
バ
レ
エ
作
品
『
コ
ッ
ペ
リ
ア
、
あ
る
い
は
エ

ナ
メ
ル
の
目
を
も
つ
乙
女
（C

oppélia, ou la Fille aux yeux d'ém
ail

）』
に

登
場
す
る
人
形
の
こ
と
で
あ
り
、
や
は
り
虚
構
の
存
在
で
あ
る
。
再
度
強
調

す
る
と
、
問
題
は
イ
オ
ン
交
換
体
が
わ
れ
わ
れ
の
現
実
で
存
在
し
う
る
の
か

否
か
、
そ
の
可
能
性
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
可
能
性
を
Ｓ
Ｆ
的
に

想
像
す
る
仕
方
そ
れ
自
体
に
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、『C

O
PPELIO

N

』
や
『
ナ
ウ
シ
カ
』
の
作
者
が
Ｓ
Ｆ
的

に
想
像
す
る
仕
方
と
同
型
の
発
想
を
行
な
う
自
然
科
学
者
が
、
実
は
わ
れ
わ

れ
の
現
実
世
界
に
す
で
に
存
在
し
た
事
実
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
臨

床
精
神
医
学
の
助
教
授
（
当
時
）
で
あ
っ
た
ネ
イ
ザ
ン
・
Ｓ
・
ク
ラ
イ
ン
と

医
療
工
学
者
の
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
ク
ラ
イ
ン
ズ
の
こ
と
で
あ
る
。
二
人
は

「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」
に
も
と
づ
い
て
ネ
ズ
ミ
の「
サ
イ
ボ
ー
グ（cyborg
）」

を
初
め
て
制
作
し
た
科
学
者
だ
が
、
彼
ら
が
提
案
し
た
の
は
、
魚
が
海
で
は

な
く
陸
で
生
き
る
の
に
必
要
な
生
体
装
置
を
開
発
す
る
よ
う
に
、
人
間
が
宇

宙
で
生
き
る
の
に
必
要
な
生
体
装
置
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
21

。
だ
か

ら
、
彼
ら
は
宇
宙
用
酸
素
ボ
ン
ベ
や
気
密
性
の
高
い
宇
宙
服
の
開
発
に
関
心

が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
呼
吸
せ
ず
に
人
間
の
生
体
が
宇
宙
で
代
謝
で
き
る

「
燃
料
細
胞
」
に
関
心
を
も
つ
22

。

と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
「
代
謝
」
に
注
目
す
る
「
生
化
学
者
に
と
っ
て
生

き
て
い
る
生
物
と
は
、
太
陽
光
の
よ
う
な
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
た
と
え
ば

食
物
や
酸
素
の
よ
う
な
潜
在
的
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
を
と
り
こ
み
、
遺
伝

コ
ー
ド
の
指
示
に
従
う
成
長
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
存
在
で
あ
る
」23
。

だ
と
す
れ
ば
、
生
命
の
契
機
に
し
て
人
間
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉で

あ
る
代
謝
機
能
を
わ
れ
わ
れ
は
そ
も
そ
も
改
造
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

人
間
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
で
あ
る
代
謝
機
能
を
改
造
し
た
存
在

は
、
果
た
し
て
人
間
な
の
か
？

現
実
を
生
き
た
自
然
科
学
者
ク
ラ
イ
ン
＆
ク
ラ
イ
ン
ズ
の
発
想
法
と
同
様

に
、『C

O
PPELIO

N

』
と
い
う
虚
構
は
、
高
濃
度
の
放
射
性
汚
染
物
質
を
通

さ
な
い
防
護
服
を
開
発
す
る
の
で
は
な
く
、
放
射
線
に
よ
っ
て
細
胞
が
破
壊

さ
れ
な
い
強
化
ク
ロ
ー
ン
人
間
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
加
工
で
制
作
し
た
と
い
う
設
定
で

あ
っ
た
。

作
中
人
物
の
強
化
ク
ロ
ー
ン
人
間
で
あ
る
コ
ッ
ペ
リ
オ
ン
た
ち
は
、
自
分

た
ち
の
あ
と
も
強
化
ク
ロ
ー
ン
人
間
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
を
決
し
て
望
ん
で

い
な
い
と
い
う
設
定
で
も
あ
っ
た
点
は
こ
こ
で
強
調
し
て
お
く
が
、
そ
の
う

え
で
虚
構
と
現
実
に
わ
た
る
改
造
人
間
と
い
う
発
想
の
お
か
し
さ
を
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
お
か
し
さ
を
あ
ら
わ
に
し
て
く
れ
る
の
が
、
動
物
行
動
学
者
コ
ン

ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
「
現
代
生
物
学
か
ら
見
た
カ
ン
ト
の
ア
プ
リ
オ
リ

論
」（
一
九
四
一
年
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
、
イ
マ
ニ
ュ

エ
ル
・
カ
ン
ト
が
『
純
粋
理
性
批
判
』（
第
二
版
、
一
七
八
七
年
）
で
「
時
間
」

「
空
間
」
と
い
う
「
直
観
」
の
「
形
式
」
を
も
つ
「
感
性
」
と
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」

と
い
う
「
思
考
」
の
「
形
式
」
を
も
つ
「
悟
性
」
と
に
認
め
た
「
ア
プ
リ
オ

リ
性
（A

priorität
）」
を
手
が
か
り
に
環
境
適
応
に
つ
い
て
、
こ
う
説
明
し
て
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い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
物
の
そ
れ
自
体
性
と
そ
の
現
出
の
特
殊
で

〝
ア
プ
リ
オ
リ
な
〞
形
式
と
の
あ
い
だ
に
は
実
在
的
な
関
係
が
あ
る
。
こ

の
関
係
が
与
え
ら
れ
う
る
の
も
、
数
万
年
に
わ
た
る
人
類
の
進
化
史
上
の

こ
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
形
式
は
、
そ
れ
自
体
で
存
在
す
る
も
の
の
諸
法
則
に

日
々
出
会
っ
て
対
峙
す
る
な
か
、
こ
の
諸
法
則
に
適
応
す
る
こ
と
の
一
つ

と
し
て
発
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
適
応
は
、
わ
れ
わ
れ
の

思
考
に
生
得
的
な
仕
方
で
外
界
の
実
在
性
に
十
分
対
応
す
る
構
造
化
を
与

え
て
く
れ
る
。〝
適
応
〞
は
歴
史
的
負
荷
が
あ
る
言
葉
で
誤
解
を
ふ
く
む

け
れ
ど
、
現
在
の
脈
絡
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
足
が
地
面
に
適
し
て
お
り
、

魚
の
ヒ
レ
は
水
中
に
適
し
て
い
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
直
観
形
式
と
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
現
に
実
在
す
る
も
の
に
〝
適
し
て
い
る
〞
と
言
っ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。（B

io, S. 98

）

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
目
的
論

と
は
区
別
し
た
「
目
的
律
（teleonom

y

）」
で
あ
る
24

。
す
な
わ
ち
、
猫
の
爪

が
現
行
の
形
状
に
な
っ
た
原
因
を
問
う
て
「
鼠
を
捕
ま
え
る
た
め
」
と
答
え

る
と
き
、
こ
の
答
え
は
、「
鼠
の
捕
獲
は
そ
う
し
た
類
い
の
爪
と
と
も
に
猫

に
生
じ
た
が
ゆ
え
に
存
在
価
値
の
あ
る
機
能
だ
」
と
い
う「
言
明
の
短
縮
形
」

で
あ
り
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
彼
な
り
の
哲
学
的
進
化
論
を
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
機
能
的
観
点
か
ら
提
示
す
る
25

。

人
間
の
直
立
二
足
歩
行
と
視
界
、
そ
の
た
め
の
全
身
や
目
の
形
状
26

、
こ

れ
ら
と
相
即
し
た
思
考
や
直
観
を
も
つ
「
わ
れ
わ
れ
の
中
枢
神
経
で
世
界
像

を
作
る
仕
組
み
一
式
」
も
、
十
万
年
単
位
の
環
境
適
応
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

て
お
り
、
だ
か
ら
、「
わ
れ
わ
れ
の
世
界
で
実
在
物
が
現
出
す
る
形
式
を
規

定
す
る
〝
ア
プ
リ
オ
リ
〞
は
、
簡
潔
に
言
え
ば
、
或
る
器
官
で
あ
り
、
よ
り

正
確
に
言
え
ば
、
或
る
器
官
の
機
能
で
あ
る
」（B

io, S. 98.

）。「
…
…
ど
の
器

官
も
そ
う
だ
が
、
中
枢
神
経
も
ま
た
永
遠
の
長
さ
で
系
統
進
化
を
く
り
か
え

し
な
が
ら
、
実
在
す
る
も
の
同
士
の
対
峙
を
通
じ
て
種
を
維
持
す
る
目
的
適

合
的
形
式
を
獲
得
し
て
き
た
」（B

io, S. 98f.

）。
心
、
脳
、
身
体
が
相
即
的
に

進
化
し
た
、
こ
の
形
式
は
「
人
類
進
化
の
歴
史
」
の
な
か
で
発
生
し
た
「
わ

れ
わ
れ
の
人
間
的
ア
プ
リ
オ
リ
」（B

io, S. 100

）
で
あ
る
。

こ
う
し
た
人
間
的
ア
プ
リ
オ
リ
と
は
、〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
の
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

小
稿
で
は
、
こ
の
人
間
的
ア
プ
リ
オ
リ
概
念
を
ロ
ー
レ
ン
ツ
哲
学
の
文
脈

か
ら
野
家
啓
一
の
解
釈
学
的=

物
語
り
論
的
文
脈
に
移
し
│
│
あ
る
い
は
両

者
が
重
な
る
文
脈
に
移
し
│
│
、
人
類
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
概
念

を
提
示
す
る
。
こ
の
た
め
に
、
二
点
、
確
認
し
た
い
。

第
一
に
「
歴
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
概
念
で
あ
る
。
野
家
は
『
無
根
拠
か
ら

の
出
発
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
三
年
）
か
ら
『
物
語
の
哲
学
』（
岩
波
現
代

文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）
へ
と
解
釈
学
的
思
考
を
広
げ
な
が
ら
深
め
て
い
く
な

か
、
歴
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
概
念
を
論
じ
て
い
た
が
、
小
稿
で
は
こ
の
概
念
を

「
ヒ
ト
の
進
化
史
」
に
当
て
は
め
る
。
野
家
は
歴
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
を
こ
う

説
明
し
て
い
た
。

そ
れ
〔
＝
歴
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〕
は
つ
ね
に
歴
史
的
生
成
の
途
上
に
あ

り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
「
不
変
の
構
造
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
た
か

だ
が
、
歴
史
的
に
「
安
定
し
た
構
造
」
と
い
う
身
分
を
も
ち
う
る
の
み
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
背
景
的
条
件
と
し
て
欠
く
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
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れ
の
知
識
活
動
そ
れ
自
体
が
成
り
立
ち
え
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
歴

史
的
ア
プ
リ
オ
リ
は
一
切
の
〈
知
〉
の
可
能
的
条
件
を
な
し
て
い
る
の
で

あ
る
。27

だ
か
ら
、
ヒ
ト
が
十
万
年
単
位
で
進
化
す
る「
史
的
生
成
の
途
上
」に
あ
っ

て
ヒ
ト
の
身
心
は
「
不
変
の
構
造
」
で
は
あ
り
え
な
い
が
、
こ
う
し
た
進
化

史
的
ア
プ
リ
オ
リ
を
「
背
景
的
条
件
と
し
て
欠
く
な
ら
ば
」、
わ
れ
わ
れ
の

人
類
的
「
活
動
そ
れ
自
体
が
成
り
立
ち
え
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
」、

進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
は
一
切
の
人
類
的
「
生
の
可
能
的
条
件
を
な
し
て
い

る
」。第

二
に
確
認
す
べ
き
は
、
人
間
的
ア
プ
リ
オ
リ
の
「
人
間
」
と
は
何
を
意

味
す
る
の
か
、
こ
の
点
で
あ
る
。「
ア
ダ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
傍
に
呼

ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
を
つ
け
た
」（
ソ
シ
ュ
ー
ル
手
稿
）
と
い
う
考
え

方
を
丸
山
圭
三
郎
は
「
言
語
名
称
目
録
観
」
と
呼
ん
だ
が
28

、
小
稿
で
は
人

類
＝
ヒ
ト
＝
「
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
」
の
こ
と
を
、
そ
う
し
た
「
言
語
名
称

目
録
観
」
的
思
考
に
も
と
づ
く
「
単
一
種
」
と
し
て
は
考
え
ず
、
野
家
の
解

釈
学=

物
語
り
論
的
に
「
ホ
モ
属
」
各
種
の
概
念
的
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
な

か
で
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
概
念
が
も
っ
と
も
濃
い
存
在
だ
と
考
え
る
29

。

〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
は
、
こ
う
し
て
解
釈
学=

物
語
り
論
的
概
念

と
し
て
の
人
類
＝
ヒ
ト
＝
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
生
き
る
可
能
性
す
べ
て
の

「
超
越
論
的
条
件
」で
あ
り
、し
か
も
、人
類
の
進
化
史
的
生
成
の
途
上
に
あ
っ

て
ヒ
ト
の
身
心
は
不
変
で
は
な
い
か
ら
、
い
わ
ば
「
超
越
論
的
生
成
論
」
の

意
味
に
お
い
て
十
万
年
単
位
の
「
生
成
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
で
あ
る
。

シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
な
ら
ば
、
こ
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
こ
そ
、

人
類
存
続
の
要
だ
と
言
う
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
頻
繁
な
突
然
変
異

は
進
化
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
」
と
同
時
に
、「
突
然
変
異
に
よ
っ
て
安
定

性
が
不
十
分
な
遺
伝
子
改
変
を
被
る
諸
個
体
の
場
合
、『
過
剰
に
根
源
的
』

で
急
速
な
突
然
変
異
ゆ
え
、
そ
の
子
孫
が
永
く
生
き
残
る
様
子
を
見
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
彼
は
指
摘
し
た
か
ら
で
あ
る
30

。「
突
然
変
異
に
よ
っ

て
安
定
性
が
不
十
分
な
遺
伝
子
改
変
」
に
せ
よ
、
万
年
単
位
の
検
証
が
不
可

能
な
人
工
の
遺
伝
子
改
造
に
せ
よ
、
そ
れ
は
人
類
の
生
成
的
ア
プ
リ
オ
リ
に

は
な
り
え
な
い
。

こ
こ
で
体
細
胞
系
列
と
生
殖
細
胞
系
列
の
違
い
を
ふ
ま
え
、さ
ら
に
二
点
、

確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
生
殖
細
胞
系
列
の
改
造
は
世
代
間
で
の
生
物
学
的
危
険
性
を
も
た

ら
し
う
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
体
細
胞
系
列
の
改
造
は
効
果
が
そ
の
個
体
に

限
定
さ
れ
、
も
し
世
代
間
に
わ
た
る
生
物
学
的
危
険
性
を
生
み
出
す
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
加
工
さ
れ
た
体
細
胞
系
列
が
新
た
な
ウ
ィ
ル
ス
や
新
た

な
伝
染
病
お
よ
び
感
染
症
の
温
床
と
な
る
場
合
で
あ
る
。

次
に
確
認
す
べ
き
は
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。
魚
の
エ
ラ
は
水
中
で
呼
吸
を

す
る
の
に
適
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
人
間
の
肺
は
地
上
で
呼
吸
す
る
の
に
適

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
魚
類
と
人
類
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
で
あ
る

以
上
、
宇
宙
で
呼
吸
な
し
に
人
間
的
身
体
の
代
謝
が
可
能
な
燃
料
細
胞
の
制

作
も　
　

わ
れ
わ
れ
の
現
実
に
お
け
る
発
想　
　

、
放
射
線
へ
の
身
体
的
耐

性
を
も
つ
強
化
人
間
の
制
作
も　
　

Ｓ
Ｆ
に
お
け
る
発
想　
　

、
そ
れ
が
体

細
胞
系
列
と
生
殖
細
胞
系
列
の
い
ず
れ
に
行
な
わ
れ
た
に
せ
よ
、
現
生
人
類

の
出
現
以
来
、
十
万
年
単
位
の
歳
月
を
重
ね
て
形
成
し
た
人
類
の
〈
進
化
史

的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
わ
れ
わ
れ
の
現
実

世
界
で
育
ま
れ
た
東
西
文
化
を
ふ
り
か
え
っ
て
も
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
日
本

で
は
「
息
」
と
「
生
き
」
が
重
ね
合
わ
さ
れ
31

、
欧
州
で
生
命
現
象
は
「
気
息
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（pneum
a

）」
に
見
出
さ
れ
て
い
た
32

。
ま
た
人
工
呼
吸
器
の
登
場
以
前
、
呼

吸
の
停
止
は
「
死
」
を
意
味
し
た
33

。

人
類
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
で
あ
る
呼
吸
器
官
や
代
謝
機
能
の
改

造
は
、
人
間
の
生
物
学
的
本
質
を
損
な
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

二
　
科
学
技
術
の
実
践
的
三
段
論
法

わ
れ
わ
れ
が
現
実
で
い
と
な
む
農
業
や
畜
産
業
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
れ

ば
、「
分
子
生
物
学
」
の
誕
生
以
前
34

、
数
百
年
、
数
十
年
に
お
よ
ぶ
長
い
時

間
を
か
け
て
行
な
わ
れ
た
「
品
種
改
良
」
は
自
然
界
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
を
招

か
ず
35

、
同
時
に
、
食
べ
る
側
の
人
間
に
あ
っ
て
も
食
の
安
全
性
が
確
認
さ

れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
キ
ャ
ベ
ツ
の
場
合
、
原
種
か
ら
葉
の
大
き
な
も
の
を
選
ん
で
く

り
か
え
し
交
配
を
行
な
い
、
現
在
の
食
用
キ
ャ
ベ
ツ
と
な
っ
た
36

。
あ
る
い

は
、
気
候
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
安
定
し
た
栽
培
と
収
穫
が
可
能
な
南
米
産

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
、
紀
元
前
か
ら
千
年
単
位
に
わ
た
る
品
種
改
良
を
重
ね
た

成
果
で
あ
る
37

。
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
品
種
改
良
は
、「
遺
伝
子
組
み
換
え

（genetic m
odi

cated

）
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
の
よ
う
に
「
発
が
ん
性
」
の
疑
い

が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
38

。
自
然
界
で
は
数
え
き
れ
な
い
世
代
に
わ

た
っ
て
動
植
物
の
遺
伝
物
質
が
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
と
し
て
生
成
さ

れ
保
持
さ
れ
て
き
た
が
、
人
間
た
ち
の
手
に
な
る
品
種
改
良
は
そ
う
し
た
自

然
を
模
倣
し
な
が
ら
安
全
性
を
保
持
し
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
自
然
観
」
は
39

、
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
と
し
て
退
け

ら
れ
た
か
に
見
え
て
も
、
次
の
指
摘
は
傾
聴
に
値
す
る
。

し
か
し
、
も
し
技
術
が
自
然
を
模
倣
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の

形
相
と
質
料
を
或
る
程
度
ま
で
知
る
と
い
う
こ
と
が
技
術
と
同
じ
学
の
仕

事
だ
と
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
自
然
学
の
場
合
に
あ
っ
て
も
〔
形
相
と

質
料
と
い
う
〕
自
然
の
両
面
を
認
識
す
る
こ
と
が
な
す
べ
き
仕
事
と
さ
れ

よ
う
。（
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
医
者
の
仕
事
は
健
康
〔
と
い
う
形
相
〕
と
こ

の
健
康
が
内
在
す
る
胆
汁
や
粘
液
〔
と
い
っ
た
質
料
〕
を
知
る
こ
と
に
あ

る
…
…
の
と
同
様
で
あ
る
）40

着
目
す
べ
き
は
、
何
が
質
料
と
な
る
か
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
が
、

形
相
と
質
料
と
い
う
思
考
法
そ
れ
自
体
は
現
代
で
も
そ
れ
な
り
に
妥
当
し
う

る
点
で
あ
る
。

科
学
史
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
理
論
家
と
職
人
が
融
合
し
た
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
範
型
と
な
っ
て
近
代
科
学
の
「
科
学
技
術
（science and 

technology

）」
化
を
準
備
し
41

、「
科
学
革
命
」
に
よ
っ
て
「
仮
説
演
繹
法
」

に
依
拠
す
る
近
代
科
学
が
成
立
し
た
42

。
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
も
、
ク

ロ
ー
ド
・
シ
ャ
ノ
ン
の
「
情
報
理
論
」
に
も
と
づ
き
「
２
進
法
」
を
科
学
技
術

の
基
底
と
し
て
ノ
ー
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ナ
ー
の
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」
な

ど
「
総
合
科
学
」
が
勃
興
す
る
43

。
こ
う
し
た
近
現
代
科
学
技
術
で
も
保
持

さ
れ
つ
づ
け
た
の
は
、
技
術
知
と
制
作
に
お
け
る
「
目
的
（telos

）」
と
い
う

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
基
本
構
図
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
目
的
で
あ
る
形
相
は
近

現
代
科
学
技
術
の
設
計
図
に
相
当
す
る
44

。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、『
存
在
と
時
間
』
の
原
型
と
も
言
わ
れ
る
一
九
二
四
／

二
五
年
冬
学
期
講
義
『
プ
ラ
ト
ン
：
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
の
な
か
で
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
を
意
訳
し
つ
つ
、「
知
」
の
契
機
を
強
調
し
て

技
術
知
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
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「
技
術
知
の
行
使
（tekhnazein

）
は
確
か
に
考
察
（B

etrachten; theorein

）

で
あ
る
」
が
、
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
考
察
が
考
察
に
専
念
す
る
こ

と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
考
察
が
い
か
に
（hopōs

）
の
ほ
う
へ
、「
何
か

が
し
か
じ
か
に
生
起
す
る
こ
と
へ
」
と
向
か
っ
て
お
り
、
つ
ま
り
、
正
し

く
作
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（G

A19, 

§7, S. 40; cf. EN
, 

Vol. 6, C
fap.4, 1140a10-16

）

職
人
は
「
技
術
知
を
行
使
す
る
」
が
、
こ
の
と
き
完
成
状
態
（
＝
形
相
）
を

念
頭
に
素
材
（
＝
質
料
）
を
加
工
し
、「
作
品
」
を
制
作
す
る
（G

A19, 

§7, S. 

41

）。
こ
う
し
た
技
術
知
に
采
配
さ
れ
る
の
が
制
作
の
実
践
的
推
論
で
あ
る

（EN
, Vol. 6, C

hap. 8, 1142a32-b10; G
A19, 

§23, S. 159

）。
今
道
『
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
』
で

説
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
「
大
前
提
」
は
人
間
の
「
幸
福
」
を
眼
差
し
つ
つ

「
あ
る
願
望
と
し
て
目
的
を
定
立
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
小
前
提
」
は
、
そ

の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
「
手
段
の
選
択
」
を
担
っ
て
い
た
が
（
今
道
、
三
九

頁; cf. EN
, Vol. 3, C

hap. 2, 1111b26-28, G
A19, 

§24, S. 165

）、
複
数
の
手
段
が
あ
る
な

か
で
「
も
っ
と
も
立
派
（
カ
リ
ス
タ
）
で
、
そ
し
て
も
っ
と
も
容
易
な
も
の

（
ラ
ー
イ
ス
タ
）」
を
選
び
、
制
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
今
道
、
一
四
三
頁
）。

こ
れ
が
技
術
知
と
制
作
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
実
践
的
推
論
で

あ
る
。

と
は
い
え
今
道
が
考
え
る
と
こ
ろ
、
現
代
科
学
技
術
の
累
進
的
進
展
に
と

も
な
う
「
…
…
人
間
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
生
活
状
況
の
変
化
」
に
わ
れ
わ
れ

は
直
面
し
、
そ
の
結
果
、
制
作
を
ふ
く
む
広
義
の
「
行
為
の
三
段
論
法
〔
＝

推
論
〕に
お
け
る
逆
転
」45
が
生
じ
て
し
ま
っ
た（
今
道
、三
八
頁
）。
こ
の
逆
転
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
（
今
道
、
一
四
九
頁
）。

大
前
提
（
手
段
確
認
）

　
　
Ｐ
が
わ
れ
わ
れ
に
あ
る
。

小
前
提
（
目
的
選
択
）

　
　
　
①
　
ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
ｄ
…
…
が
所
有
さ
れ
て
い
る
Ｐ
に
よ
り
可
能
で

あ
る
。

　
　
　
②
　
列
挙
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、も
っ
と
も
効
果
的
な
も
の
は
何
か
。

結
　
論
（
行
為
〔
＝
制
作
〕）　

　
　
Ｐ
↓
ａ

こ
の
〝
転
倒
し
た
実
践
的
推
論
〞
を
解
釈
学
者
ポ
ー
ル
・
リ
ク
ー
ル
が
パ

ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
と
こ
ろ
、「
手
段
が
蓄
積
さ
れ
る
に
応
じ
て
手
段
と
目
的

と
の
不
均
衡
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
目
的
の
優
位
が
失
わ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
手
段
が
密
か
に
わ
れ
わ
れ
の
望
む
目
的
を
決
定
し
は
じ

め
る
」46
。

核
兵
器
の
開
発
を
哲
学
的
観
点
か
ら
考
察
し
た
今
道
の
場
合
、
目
的
の
吟

味
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
技
術
的
手
段
が
開
発
さ
れ
つ
づ
け
る
な
か
、「
倫

理
学
」
と
「
政
治
学
」
を
連
続
的
に
考
え
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
実
践
的
推

論
の
大
前
提
に
お
い
た
人
間
の
「
幸
福
（eudaim

onia

）」
へ
の
眼
差
し
が
消

え
去
り
（EN

, Vol. 1, C
hap. 7, 1097b22-28

）、
人
類
存
続
に
危
機
が
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
も
指
摘
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
手
段
が
目
的
を
決
め
る
〝
転
倒
し
た
実
践
的
推
論
〞
で
今
道
が

言
い
た
か
っ
た
こ
と
を
政
治
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
れ
ば
、
次
の

よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
科
学
技
術
者
共
同
体
は
戦
争
ビ
ジ
ネ

ス
で
儲
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ネ
ー
資
本
や
国
家
資
本
が
ス
ポ
ン
サ
ー
の

「
ビ
ッ
グ
サ
イ
エ
ン
ス
」
に
参
加
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
拡
大
す
る
に
つ
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（10）

れ
47

、
た
と
え
ば
太
平
洋
戦
争
中
の
米
国
で
開
発
さ
れ
た
「
原
爆
」
と
い
っ

た
新
た
な
科
学
技
術
は
そ
の
開
発
可
能
性
が
あ
れ
ば　
　

ド
イ
ツ
第
三
帝
国

も
原
爆
の
開
発
を
試
み
て
い
た　
　

、
科
学
上
の
目
的
が
な
く
て
も
開
発
さ

れ
つ
づ
け
、
こ
う
し
て
新
た
に
開
発
さ
れ
た
科
学
技
術
の
な
か
に
ス
ポ
ン

サ
ー
側
は
利
益
至
上
主
義
に
そ
く
し
て
目
ざ
と
く
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
を

見
出
す
48

。

し
か
も
問
題
は
、
こ
う
し
て
〝
転
倒
し
た
実
践
的
推
論
〞
が
実
は
〝
隠
さ

れ
た
悪
徳
（kakia
）
の
実
践
的
推
論
〞
で
あ
り
う
る
点
、
こ
こ
に
あ
る
。
と

り
わ
け
注
意
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
悪
徳
の
実
践
的
推
論
が
自
動
化
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

ア
レ
ン
ト
い
わ
く
、「
全
体
主
義
の
法
は
最
初
か
ら
、運
動
法
則
、つ
ま
り
、

一
つ
の
運
動
に
内
在
す
る
法
と
定
め
ら
れ
て
い
る
」（EU

H
, S. 949f.

）。
こ
の

運
動
法
則
の
な
か
で
人
間
の
「
行
為
は
、
洞
見
と
良
心
を
何
ら
頼
り
に
で
き

ず
、
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
」（EU

H
, S. 950

）。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
そ
の
ア
レ
ン

ト
が
出
席
し
て
い
た
『
プ
ラ
ト
ン
』
講
義
で
「
知
慮
（phronēsis

）」
は
「
洞
見

（Einsicht

）」
に
し
て「
良
心（G

ew
issen

）」
だ
と
説
明
し
た
が（vgl. G

A19, 

§8, 

S. 56

）、
全
体
主
義
の
法
則
が
「
悪
法
」
と
い
う
悪
徳
と
し
て
実
践
的
推
論
の

大
前
提
を
占
め
る
場
合
、
人
間
が
洞
見
や
良
心
を
正
し
く
行
使
す
る
と
む
し

ろ
逆
に
、
か
の
ル
ド
ル
フ
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
よ
う
に
「
或
る
こ
と
か
ら
別
の

こ
と
を
推
論
し
、
何
を
考
え
よ
う
が
も
っ
と
も
邪
な
も
の
に
至
る
」（EU

H
, S. 

978

）。
全
体
主
義
的
技
術
知
の
実
践
的
推
論
で
は
大
前
提
が
悪
徳
＝
悪
法
と

な
り
、
ナ
チ
ス
親
衛
隊
が
も
た
ら
す
悲
惨
は
む
し
ろ
拡
大
す
る
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
悪
徳
の
実
践
的
推
論
に
お
け
る
自
動
化
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
悪
徳
の
場
合
、
悪
法
の
比
喩
で
実

践
的
推
論
の
失
敗
が
説
明
さ
れ
、「
劣
悪
な
ひ
と
は
、
法
を
行
使
し
て
は
い

る
も
の
の
、
行
使
す
る
法
そ
の
も
の
が
劣
悪
な
ポ
リ
ス
に
喩
え
ら
れ
る
」
が

（EN
, Vol. 7, C

hap. 10, 1152a24

）、
こ
う
し
た
悪
法
の
全
体
主
義
的
ポ
リ
ス
を
象

徴
す
る
の
が
、
ナ
チ
ス
親
衛
隊
に
支
配
さ
れ
た「
強
制
収
容
所
」で
あ
っ
た
。

ア
レ
ン
ト
が
指
摘
す
る
に
、
ナ
チ
ス
親
衛
隊
は
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
全
体
を
強

制
収
容
所
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
（vgl. EU

H
, SS. 925-928

）、
こ
の
こ
と
を

指
摘
し
た
彼
女
の
主
著
『
全
体
主
義
の
起
源
』
を
引
き
受
け
て
独
自
の
政
治

哲
学
的
思
考
を
展
開
し
た
藤
田
省
三
は
こ
う
論
じ
る
。

追
放
と
拘
留
な
ら
、
そ
れ
を
支
配
の
部
分
と
し
て
含
ま
な
か
っ
た
政
治
支

配
は
か
つ
て
無
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
何
処
ま
で
も
支
配
体
系
の
部
分

で
あ
っ
て
、
全
体
が
追
放
と
拘
留
の
両
極
運
動
体
に
な
る
こ
と
な
ど
予
想

も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
こ
そ
此
の
「
新
し
い
政
治
」
の
政
治
形
態

の
終
末
形
式
が
あ
っ
た
。49

藤
田
の
議
論
で
注
目
す
べ
き
は
、
ナ
チ
ス
親
衛
隊
に
主
導
さ
れ
た
全
体
主

義
政
治
＝
「
新
し
い
政
治
」
の
す
べ
て
が
「
運
動
体
」
に
な
り
、
つ
ま
り
、
ユ

ダ
ヤ
民
族
の
「
追
放
と
拘
留
」
は
自
己
増
殖
し
て
ス
ラ
ブ
民
族
や
ド
イ
ツ
帝

国
民
の
そ
れ
ら
へ
と
広
が
る
無
限
運
動
と
な
っ
た
点
で
あ
る
50

。

戦
争
に
は
も
ち
ろ
ん
戦
略
的
に
も
戦
術
的
に
も
目
的
が
存
在
す
る
け
れ

ど
、
戦
争
の
戦
略
的
目
的
が
政
治=

戦
争
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
益
至
上
主
義
が
規

定
す
る
大
戦
略
的
目
的
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
き
、
国
家
戦
略
レ
ベ
ル
に

お
け
る
軍
拡
競
争
と
い
う
政
治=

戦
争
ビ
ジ
ネ
ス
の
自
己
増
殖
的
加
速
や
自

己
増
殖
的
拡
大
の
限
り
な
き
自
動
性
は
、
あ
る
い
は
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー

ブ
リ
ッ
ク
監
督
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ
メ
デ
ィ
映
画
作
品
『
博
士
の
異
常
な
愛
情

（D
r. Strangelove or: H

ow
 I Learned to Stop W

orrying and Love the 
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Bom
b

）』（
一
九
六
四
年
）が
前
提
と
し
て
い
た
、
当
時
の
現
実
に
お
け
る「
冷

戦
」
下
の
核
ビ
ジ
ネ
ス
が
実
例
だ
と
言
え
る
。
と
い
う
の
も
、
米
ソ
間
の
核

戦
争
が
絶
対
戦
争
に
な
っ
た
と
き
、
戦
術
的
に
も
戦
略
的
に
も
勝
者
は
存
在

し
な
い
以
上
、
軍
拡
競
争
を
主
導
し
て
い
た
の
は
、
核
ビ
ジ
ネ
ス
で
自
動
的

に
儲
け
る
利
益
至
上
主
義
へ
の
限
り
な
き
「
強
欲
（greed

）」
で
あ
っ
た
と
言

え
る
か
ら
で
あ
る
51

。

こ
こ
で
問
い
た
い
。
生
命
操
作
ビ
ジ
ネ
ス
も
ま
た
、
政
治=

戦
争
ビ
ジ
ネ

ス
と
同
じ
く
、
フ
リ
ー
ド
マ
ニ
テ
ィ
ッ
ク
な
利
益
至
上
主
義
に
従
い
、
自
己

増
殖
的
加
速
や
自
己
増
殖
的
拡
大
の
自
動
性
が
本
質
な
の
で
は
な
い
か
？

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
倫
理
学
と
政
治
学
の
連
続
性
を
指
摘
し
て
い
た
が

（EN
, Vol. 10, C

hap. 9

）、「
倫
（
＝
人
間
関
係
）」
の
「
理
（
こ
と
わ
り
）」52
を
明
か

す
学
知
で
あ
る
倫
理
学
も
政
治
ビ
ジ
ネ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
益
優
先
主

義
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
こ
う
し
た
な
か
、
技
術
知
の
実
践
的
推
論
は
転
倒

さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
悪
徳
が
実
践
的
推
論
の
大
前
提
に
隠
さ
れ
た
ま
ま
、

科
学
技
術
者
共
同
体
に
対
し
て
は
「
バ
イ
ド
ー
ル
法
」53
と
い
う
政
治
ビ
ジ
ネ

ス
的
問
題
が
出
現
し
て
い
る
。
新
た
な
科
学
技
術
を
前
に
人
間
は
│
│
科
学

技
術
者
だ
け
で
な
く
、
諸
分
野
の
専
門
家
や
一
般
市
民
も
│
│
、
そ
の
技
術

を
ど
う
使
う
べ
き
か
、「
後
追
い
」
で
目
的
を
考
え
る
状
況
を
今
道
は
指
摘

し
て
い
た
が
、
利
益
至
上
主
義
が
政
治
や
戦
争
、
科
学
の
諸
文
脈
を
無
効
化

し
て
跋
扈
し
て
は
、
科
学
的
か
つ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
視
点
で
目
的
を
考

え
る
機
会
さ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
失
う
。

人
類
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
を
保
持
す
る
仕
方
で
人
間
は
、
数
千

年
来
、
自
然
に
対
し
て
技
術
知
の
模
倣
的
関
係
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
に
、

わ
け
て
も
現
代
の
生
命
操
作
技
術
に
あ
っ
て
は
、〝
転
倒
し
た
実
践
的
推
論
〞

あ
る
い
は
〝
隠
さ
れ
た
悪
徳
の
実
践
的
推
論
〞
に
も
と
づ
い
て
自
然
か
ら
の

逸
脱
が
激
化
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
は
人
類
存
続
の
た
め
に〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉

の
保
持
を
実
践
的
推
論
の
大
前
提
と
す
る
こ
と
で
実
践
的
推
論
の
転
倒
を
防

ぎ
、
も
し
く
は
隠
さ
れ
た
悪
徳
を
白
日
の
も
と
に
さ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
生
命
圏
と
技
術
圏
が
複
合
さ
れ
た
生
圏
に
住
ま
う
わ
れ
わ
れ
人
間

と
生
物
全
般
の
大
前
提
で
あ
る
。

こ
の
地
球
で
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
を
保
持
す
る
責
任
は
、
リ
テ
ラ

ル
に
も
比
喩
的
に
も
火
を
使
う
「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
的
存
在
」
の
わ
れ
わ
れ
人

間
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
54

。

三
　
キ
メ
ラ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
？

わ
れ
わ
れ
現
代
人
が
住
ま
う
場
所
は
、
生
命
圏
と
技
術
圏
が
複
合
さ
れ
た

「
生
活
世
界
」
で
あ
っ
た
。

倫
理
学
と
は
、「
存
在
の
思
索
」に
与
か
っ
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー

が
説
明
す
る
と
こ
ろ
、「
エ
ー
ト
ス
に
か
ん
す
る
学
知
（epistēm

ē ēthikē

）」

の
こ
と
で
あ
っ
た
55

。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
の
エ
ー
ト
ス
の
原
義
が
「
住
ま

う
こ
と
」
で
あ
る
と
強
調
し
た
が
56

、
こ
の
こ
と
に
注
目
し
て
わ
れ
わ
れ
な

り
に
言
え
ば
、
エ
ー
ト
ス
は
或
る
地
域
に
住
ま
う
人
び
と
の
あ
い
だ
で
育
ま

れ
分
か
ち
も
た
れ
る
「
気
質
」
と
い
う
意
味
に
な
る
同
時
に
、
そ
の
地
域
に

成
り
立
つ
共
同
体
に
広
が
っ
た
「
習
俗
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
倫
理
学
の
主
要
概
念
で
あ
る
「
性
格
的
徳
」
や
「
規
範
」
へ
と
結
晶
化
し
て

き
た
。

人
間
が
こ
の
よ
う
に
住
ま
う
場
所
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
高
弟
で
あ
る
ハ
ン

ナ
・
ア
レ
ン
ト
は
「
人
間
的
事
象
の
領
域
（ta tōn anthrōpōn pragm

ata

）」

（11）
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と
呼
ぶ
57

。

『
プ
ラ
ト
ン
』
講
義
な
ど
で
示
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
」
の
哲
学
に
独
自
の
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
た
ア
レ
ン
ト『
活
動
的
生
』

に
お
け
る
「
両
義
性
の
思
索
」
を
、
そ
の
訳
者
で
あ
る
森
一
郎
が
ま
と
め
る

と
こ
ろ
、『
活
動
的
生
』
は
「
人
間
が
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
に
制
約
さ
れ
て
い
る

状
態
…
…
の
確
認
か
ら
始
ま
る
」
が
、「『
生
命
そ
れ
自
体
』『
世
界
性
』『
複

数
性
』
が
、
人
間
の
根
本
条
件
だ
と
言
わ
れ
る
場
合
の
『
条
件
づ
け
』
の
あ

り
方
は
、
労
働
、
制
作
、
行
為
ご
と
に
当
然
異
な
る
」と
同
時
に
、「
こ
の『
制

約
さ
れ
て
い
る
あ
り
方B

edingtheit

』
の
諸
相
を
、
活
動
的
生
の
三
種
に
応

じ
て
分
節
化
し
て
ゆ
く
」58
。
な
か
で
も「
制
作
さ
れ
た
も
の
の
世
界
」は「
公

的
な
も
の
」
で
あ
り
59

、
つ
ま
り
、
生
命
操
作
技
術
を
ふ
く
む
技
術
圏
は「
公

共
圏
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
公
共
性
」
は
人
類
存
続
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ

オ
リ
〉
と
い
う
観
点
か
ら
形
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
60

。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

は
人
類
存
続
と
相
即
し
た
生
態
系
保
持
も
ふ
く
ん
で
の
こ
と
で
あ
る
61

。

拙
稿
の
第
一
節
と
第
二
節
の
検
討
は
、
今
道
的
に
言
え
ば
、
人
間
が
住
ま

う
「
生
圏
」
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
十
万
年
単
位
で
形
成
し
た
身
心
の
〈
進

化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
を
そ
な
え
た
人
間
と
地
球
環
境
と
い
う
生
圏
と
の
相

互
的
規
定
関
係
は
、〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
の
保
持
を
大
前
提
と
し
た

実
践
的
推
論
に
も
と
づ
き
、
世
代
を
超
え
て
人
類
の
存
続
と
安
全
性
を
確
保

し
、
か
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
が
織
り
な
す
生
態
系
全
体
の
存
続
と
安
全
性
を

確
保
す
る
超
長
期
的
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題

の
一
つ
と
言
え
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
加
工
の
是
非
も
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
の
保

持
と
い
う
観
点
か
ら
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

現
代
の
科
学
技
術
に
あ
っ
て
動
植
物
に
は
す
で
に
遺
伝
子
組
み
換
え
や

〝C
R

ISPR
-C

as9

〞を
も
ち
い
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
加
工
に
よ
る
生
体
改
造
の
実
験
が
行

な
わ
れ
て
い
る
62

。
し
か
も
、
そ
の
ク
リ
ス
パ
ー
は
削
除
や
加
工
を
ほ
ど
こ

し
た
い
塩
基
を
「
試
薬
」
で
確
定
で
き
る
の
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
加
工
の
実
験
は
、

従
来
の
Ｇ
Ｍ
技
術
よ
り
格
段
に
精
度
高
く
い
わ
ゆ
る
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
を
行

な
い
う
る
63

。

人
間
一
世
代
の
寿
命
は
現
代
日
本
に
あ
っ
て
八
十
年
か
ら
九
十
年
で
あ
り
、

生
殖
細
胞
系
列
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
加
工
が
隔
世
遺
伝
で
孫
世
代
や
曾
々
孫
世
代
に
ど

の
よ
う
な
危
険
を
も
た
ら
し
う
る
の
か
、そ
の
確
認
に
必
要
な
歳
月
は
百
年
、

二
百
年
に
わ
た
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
世
代
に
わ
た
っ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
加
工
の
安
全

性
を
検
証
す
る
こ
と
は
実
質
不
可
能
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
人
体
実
験
は
禁
じ

ら
れ
て
い
た
64

。
な
ぜ
か
し
た
り
顔
で
リ
ベ
ラ
ル
優
生
学
を
活
用
す
る
利
益

至
上
主
義
者
が
研
究
資
金
で
科
学
技
術
者
共
同
体
を
支
配
し
、
わ
け
て
も

〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
と
し
て
働
く
生
殖
細
胞
系
列
の
改
造
に
手
出
し

す
る
な
ら
、
そ
れ
は
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
で
あ
り
、
稚
拙
で
あ
る
。

さ
て
、『C

O
PPELIO

N

』
と
い
う
虚
構
に
は
「
電
気
ナ
マ
ズ
」
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
組
み
込
ま
れ
た
強
化
ク
ロ
ー
ン
人
間
が
登
場
し
て
い
た
（
井
上
、
５
巻
）。
キ

メ
ラ
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
人
類
存
続
の〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉

を
保
持
す
る
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
ヒ
ト
受
精
卵
と
動
植
物
受
精
卵
を
混
交
し

た
キ
メ
ラ
の
制
作
は
許
さ
れ
な
い
。
既
存
の
方
法
で
は
対
処
で
き
な
い
ウ
ィ

ル
ス
や
病
気
が
発
生
し
増
殖
す
る
温
床
と
な
る
こ
と
ま
で
を
視
野
に
入
れ
る

な
ら
、
生
殖
細
胞
系
列
だ
け
で
な
く
、
体
細
胞
系
列
に
お
い
て
ヒ
ト
と
動
植

物
を
混
交
し
た
キ
メ
ラ
の
制
作
も
許
さ
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
虚

構
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
現
実
で
は
、
ク
リ
ス
パ
ー
を
も
ち
い
て
発
生
初

期
の
ブ
タ
胚
に
ヒ
ト
細
胞
が
混
ぜ
ら
れ
た
「
ヒ
ト
ブ
タ
（
４
週
間
）」
と
い
う

キ
メ
ラ
は
す
で
に
制
作
さ
れ
て
お
り
65

、
Ｓ
Ｆ
が
現
実
と
化
し
て
虚
構
と
現

実
の
境
界
が
崩
れ
始
め
て
い
る
。

（12）
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わ
れ
わ
れ
の
現
実
に
お
け
る
そ
の
ク
リ
ス
パ
ー
実
験
で
は
同
時
に
、「
一

八
〇
〇
万
年
」
の
あ
い
だ
、「
胆
の
う
」
を
も
た
な
か
っ
た
マ
ウ
ス
が
ラ
ッ
ト

由
来
の「
多
能
性
細
胞
」を
移
植
さ
れ
、実
際
、胆
の
う
を
そ
な
え
た
キ
メ
ラ
・

マ
ウ
ス
個
体
も
い
く
つ
か
生
ま
れ
た
と
い
う
66

。
も
し
そ
の
キ
メ
ラ
・
マ
ウ

ス
が
生
殖
細
胞
の
改
変
も
受
け
る
か
、
あ
る
い
は
研
究
施
設
か
ら
逃
げ
た
場

合　
　

ｉ
Ｐ
Ｓ
研
究
所
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
実
験
動
物
が
い
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い　
　

、
マ
ウ
ス
は
妊
娠
す
る
ま
で
生
殖
行
為
を
行
な
う
か
ら
、

胆
の
う
の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
対
し
て
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
と
し
て
機

能
す
る
免
疫
的
耐
性
を
も
た
な
い
キ
メ
ラ
・
マ
ウ
ス
は
、
マ
ウ
ス
と
い
う
種

を
崩
壊
さ
せ
る
未
知
の
病
で
、ま
さ
し
く「
ね
ず
み
講
」を
引
き
起
こ
し
う
る
。

新
た
な
病
と
新
た
な
そ
の
温
床
が
相
即
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
67

。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小
麦
、
魚
、
マ
ウ
ス
、
豚
へ
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
加
工
が
高
等
動

物
に
拡
大
し
た
現
実
を
知
る
わ
れ
わ
れ
は
68

、
虚
構
上
で
動
物
細
胞
が
ヒ
ト

ク
ロ
ー
ン
受
精
卵
に
組
み
込
ま
れ
た
『C
O

PPELIO
N

』
の
強
化
ク
ロ
ー
ン
人

間
は
人
間
た
ち
と
の
あ
い
だ
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
温
床
と
な
り
、
あ
る
い
は

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
異
種
間
に
お
い
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
温
床
と

な
る
生
物
学
的
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
想
定
し
う
る
69

。
こ
れ
は
、

虚
構
と
現
実
を
混
同
し
た
想
定
で
は
な
い
。
ま
ず
は
現
実
の
危
険
性
か
ら
虚

構
の
危
険
性
を
見
定
め
、
次
に
こ
の
虚
構
が
現
実
に
も
ち
こ
ま
れ
る
こ
と
を

防
ぎ
、
こ
う
し
て
〈
進
化
史
ア
プ
リ
オ
リ
〉
が
損
な
わ
れ
な
い
こ
と
を
目
的

と
し
た
認
識
で
あ
る
。
技
術
知
の
実
践
的
推
論
に
お
い
て
大
前
提
に
す
え
る

べ
き
は
、
こ
の
目
的
な
の
で
あ
る
。

個
体
が
産
ん
だ
次
世
代
以
降
で
表
現
型
の
異
常
が
発
生
す
る
問
題
は
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
加
工
を
受
け
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小
麦
に
も
当
て
は
ま
る
が
、
た
と
え

ば
マ
リ
ー=

モ
ニ
ク
・
ロ
バ
ン
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
品
『
モ

ン
サ
ン
ト
の
不
自
然
な
食
べ
も
の
』（
二
〇
一
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
遺
伝
子

組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
中
南
米
で
在
来
種
を
駆
逐
し
、
自
然
界
の
バ
ラ

ン
ス
を
破
壊
し
て
い
る
。
遺
伝
子
組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
花
粉
を
在
来

種
が
受
粉
す
る
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
異
常
で
奇
形
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
生
ま
れ
る
か

ら
で
あ
る
70

。
ま
た
、
こ
う
し
た
遺
伝
子
組
み
換
え
穀
物
が
そ
れ
を
食
べ
る

人
間
の
健
康
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性
と
い
う
問
題
も
存
在
し
た
。

次
世
代
以
降
に
お
い
て
表
現
型
の
異
常
が
発
生
す
る
危
険
性
に
か
ん
し
て

は
、
や
は
り
虚
構
作
品
『C

O
PPELIO

N

』
に
あ
っ
て
も
そ
の
考
慮
は
な
さ
れ

て
お
り
、
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
受
精
卵
に
動
植
物
の
受
精
卵
の
一
部
を
移
植
す
る

形
で
生
ま
れ
た
コ
ッ
ペ
リ
オ
ン
は
、
生
殖
機
能
を
欠
く
形
で
制
作
さ
れ
71

、

イ
オ
ン
交
換
体
に
遺
伝
性
は
な
い
と
い
う
設
定
で
あ
っ
た
（
井
上
、
２
巻
）。
と

は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
の
現
実
に
お
け
る
「
生
殖
機
能
な
し
、
遺
伝
な
し
の
強

化
ク
ロ
ー
ン
人
間
の
制
作
は
人
類
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
を
損
な
わ

な
い
の
か
」
と
い
う
問
い
は
消
え
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
体
細

胞
系
列
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
加
工
は
そ
の
効
果
が
一
代
限
り
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
新
た

な
ウ
ィ
ル
ス
や
新
た
な
病
気
の
温
床
に
な
ら
な
い
の
か
否
か
、
安
全
性
の
検

証
に
は
や
は
り
世
代
を
超
え
た
百
年
単
位
の
時
間
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
言
え
ば
、
生
殖
機
能
を
そ
な
え
た
強
化
人
間
の
制
作
と
い
う
虚
構

的
想
定
は
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
リ
ド
リ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
製
作
総
指
揮
、

ド
ゥ
ニ
・
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
監
督
の
Ｓ
Ｆ
映
画
『
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
二
〇
四

九
』（
二
〇
一
七
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
人
造
人
間
と
人
間
の

あ
い
だ
の
両
性
生
殖
を
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
い
た
け
れ
ど
、
も
し
ナ
ウ
シ

カ
た
ち
の
よ
う
に
遺
伝
子
改
造
さ
れ
た
生
殖
細
胞
系
列
を
そ
な
え
る
強
化
ク

ロ
ー
ン
人
間
の
コ
ッ
ペ
リ
オ
ン
や
人
造
人
間
の
レ
プ
リ
カ
ン
ト
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
加

工
な
し
の
人
間
と
の
あ
い
だ
に
子
供
が
で
き
る
ケ
ー
ス
を
わ
れ
わ
れ
の
現
実

（13）
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に
も
と
づ
い
て
検
討
す
れ
ば
、
個
体
の
確
認
だ
け
で
も
五
十
年
か
ら
百
年
、

隔
世
遺
伝
の
確
認
も
ふ
く
め
れ
ば
お
よ
そ
二
百
年
を
要
し
、
ヒ
ト
の
〈
進
化

史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉が
ど
の
よ
う
に
失
わ
れ
、人
類
に
い
か
な
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
起
き
う
る
か
、
そ
の
予
測
は
人
知
を
超
え
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
造
人
間
の
存
在
は
、
人
類
存
続
の
危
機
と
生
態
バ
ラ
ン
ス

崩
壊
の
予
測
不
可
能
な
危
険
性
を
否
定
し
え
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
人
類
は
、
数
十
年
単
位
の
寿
命
を
も
つ
個
体
が
異
性
間
生
殖
に

よ
っ
て
子
ど
も
を
産
み
、
こ
う
し
て
世
代
交
代
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
、
遺

伝
物
質
の
異
常
を
修
復
し
て
個
体
に
お
け
る
表
現
型
の
安
定
し
た
発
露
を
保

持
し
て
き
た
と
同
時
に
、
環
境
適
応
能
力
の
源
泉
と
な
る
遺
伝
的
多
様
性
を

可
能
的
に
維
持
し
、
十
万
年
単
位
で
人
類
の
生
物
学
的
安
全
を
確
保
し
て
き

た
72

。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ゆ
え
、
生
殖
機
能
の
有
無
、
遺
伝
性
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
人
造
人
間
の
制
作
が
人
類
の
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
を
損

な
う
温
床
と
な
る
危
険
性
に
警
戒
の
目
を
む
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
　
び

哲
学
史
を
簡
単
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ン
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』篇

や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』
以
来
、
哲
学
者
た
ち
は
真
偽
や
虚
実
を
見
分

け
つ
つ
、
そ
の
「
す
り
か
え
」
に
は
ら
ま
れ
た
危
険
性
を
確
か
め
て
き
た
73

。

小
稿
は
、
そ
の
哲
学
史
に
加
わ
っ
た
生
命
環
境
倫
理
学
の
観
点
か
ら
生
命
操

作
技
術
に
お
け
る
虚
構
と
現
実
の
す
り
か
え
を
見
定
め
る
試
み
で
あ
っ
た
。

そ
の
考
察
を
ふ
ま
え
れ
ば
、『
ナ
ウ
シ
カ
』や『
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』シ
リ
ー

ズ
だ
け
で
な
く
、
漫
画
『C

O
PPELIO

N

』
も
そ
の
解
釈
に
多
大
な
慎
重
さ
を

要
す
る
書
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

わ
れ
わ
れ
が
最
優
先
で
論
じ
る
べ
き
は
、
虚
構
と
現
実
の
い
ず
れ
に
も
登

場
し
た
生
命
操
作
技
術
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
益
至
上
主
義
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ

が
生
き
る
現
実
で
環
境
汚
染
を
と
め
、汚
染
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
世
界
の
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
変
化
が
核
の
絶
対

戦
争
を
引
き
起
こ
さ
な
い
形
で
74

放
射
性
物
質
の
安
全
な
管
理
方
法
や
無
害

化
技
術
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
、〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉

の
保
持
を
大
前
提
と
し
た
技
術
知
の
実
践
的
推
論
に
も
と
づ
く
結
論
で
あ
る
。

凡
　
例

小
稿
で
は
、
太
字
に
よ
る
強
調
と
〔 

〕
に
よ
る
補
足
は
、
論
者
が
行
っ
た
。
原
書

か
ら
訳
出
す
る
さ
い
、
原
書
のitalic

に
は
傍
点
を
付
し
た
。
以
下
の
テ
キ
ス
ト
は
略

号
を
も
ち
い
、
参
照
指
示
を
行
な
う
。

B
io: K

. Lorenz, K
ant's Lehre vom

 A
priorischen im

 Lichte gegenw
ärtiger 

B
iologie, Blätter für D

eutsche Philosophie, 15, 1941.
EN

: A
ristotle, Ethica N

icom
achea, O

xford C
lassical Texts, 1988.

EU
H

: A
. A

rendt, Elem
ente und U

rsprünge totaler H
errschaft, 14. A

uflage, 
Piper, 2011.

G
A

19: M
. H

eidegger, P
lato: Sophistes, W

inter Sem
ester 1924/25, V. 

K
losterm

ann, 1992.

井
上
：
井
上
智
徳
『
コ
ッ
ペ
リ
オ
ン
』（
全
二
六
巻
、
講
談
社
、
二
〇
〇
八
〜
二
〇

一
六
年
）。

今
道
：
今
道
友
信
『
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
〇
年
）。

ナ
ウ
シ
カ
７
：
宮
崎
駿『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ 

７
』（
徳
間
書
店
、
一
九
九
四
年
）。

小
稿
で
は
直
接
の
ご
教
示
を
受
け
た
場
合
を
除
き
、
慣
例
に
従
っ
て
敬
称
は
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
点
、
ご
寛
恕
を
乞
う
。

 
註1 

C
f. K
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ental Ethics, 2nd ed. B
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ood Press, 
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節
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新
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。

3
　
た
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え
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十
津
守
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中
雅
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境
教
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ブ
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思
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本
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わ
る
考
察
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文
科
学
・
社
会
科
学
編
』、

第
六
六
巻
、
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

4 
C

. v. C
lausew

itz, Vom
 K

riege, R
eclam

, 1994, S. 9.

5 

大
学
の
授
業
で
五
百
名
ほ
ど
の
学
生
に
鑑
賞
経
験
を
聞
い
て
み
た
が
、
ほ
ぼ
全

員
が『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』を
観
て
お
り
、『
ナ
ウ
シ
カ
』も
大
多
数
が
観
て
い
た
。『
ナ

ウ
シ
カ
』
の
生
物
学
的
考
察
に
か
ん
し
て
は
、
微
生
物
生
態
学
を
専
門
と
す
る
長
沼
毅

「
腐
海
の
生
物
学
」（
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
編
『
ジ
ブ
リ
の
教
科
書
1

　
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ

カ
』、
文
春
文
庫
、
二
〇
一
三
）
を
参
照
。

6 
P. R

icœ
ur, Tem

ps et récit: tom
e 1, Seuil, 1983, C

hap. 3, Tem
ps et récit: tom

e 
2, Seuil, 1984, C

hap. 4, Tem
ps et récit: tom

e 3, Seuil, 1985, C
hap. 4.

7 

木
村
『
生
物
進
化
を
考
え
る
』
の
二
七
九
頁
以
下
。

8 

渡
辺
『
脳
の
意
識 

機
械
の
意
識
』
の
三
〇
二
頁
、
一
一
六
頁
以
下
、
二
三
八
頁
を

参
照
。
た
だ
し
、『
ナ
ウ
シ
カ
』
の
巨
神
兵
は
、
化
学
物
質
を
素
材
に
制
作
さ
れ
た

「
ウ
ェ
ッ
トA

-Life

」で
あ
り
、
機
械
製
の「
ハ
ー
ドA

-life
」で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、

拙
稿
「〈
絶
対
戦
争
〉
後
の
世
界
を
考
え
る
こ
と
：
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』
と
わ
れ
わ

れ
」（
吉
川
孝
・
横
地
・
池
田
喬
編
著
『
映
画
で
考
え
る
生
命
環
境
倫
理
学
』、
勁
草
書

房
、
二
〇
一
九
年
）
の
第
二
節
「
生
命
へ
の
問
い
と
人
間
」
を
参
照
。

9 

も
ち
ろ
ん
自
然
科
学
の
研
究
に
携
わ
っ
た
人
物
が
Ｓ
Ｆ
作
家
で
あ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
拙
編
著
『
映
画
で
考
え
る
生
命
環
境
倫
理
学
』
の
範
囲
で
言
え
ば
、
た
と
え
ば

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ア
シ
モ
フ
は
生
化
学
者
で
あ
り
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
は
英

国
空
軍
の
技
師
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｋ
・
デ
ィ
ッ
ク
や
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ギ
ブ
ス
ン
は
い
わ
ゆ
る
文
系
の
経
歴
で
あ
る
。

10 

小
稿
は
、
拙
稿
の「〈
絶
対
戦
争
〉
後
の
世
界
を
考
え
る
こ
と
」
お
よ
び「
映
画『
ブ

レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』
の
生
命
環
境
倫
理
学
：
虚
実
の
あ
い
だ
で
詭
弁
を
見
定
め
る
」

（『
フ
ィ
ル
カ
ル
』、
第
三
巻
、
第
一
号
、
ミ
ュ
ー
、
二
〇
一
八
年
）の
姉
妹
編
で
あ
る
。

そ
の
「
映
画
『
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』
の
生
命
環
境
倫
理
学
」
で
も
述
べ
た
が
、
哲
学

は
最
新
科
学
の
後
追
い
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
科
学
的
成
果
が
最
新
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
現
場
の
科
学
者
の
あ
い
だ
で
こ
そ
、
そ
の
検
証
に
あ
っ
て
客
観
性
や
真
偽
を

め
ぐ
る
評
価
が
分
か
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
哲
学
研
究
に
与
か
る
小
稿
と
し
て
は
、

可
能
な
か
ぎ
り
、
そ
う
し
た
評
価
と
は
距
離
を
と
り
、
古
典
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
、

作
品
に
立
ち
返
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
古
典
を
扱
う
哲
学
の
科
学
論
に
は
後
追
い

な
り
の
長
所
も
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
資
料
的
価
値
を
重
視
し
、
最
新
の
科
学
的
成
果

を
参
照
し
た
箇
所
も
あ
る
。

11 

「
す
り
か
え
」
概
念
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
：
虚
実
と
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
の
諸
問
題
」（『
フ
ィ
ル
カ
ル
』、
第
四
巻
、
第

一
号
、
ミ
ュ
ー
、
二
〇
一
九
年
）
の
第
5
節
「〈
す
り
か
え
〉
概
念
小
史
と
公
私
論
」
を

参
照
。

12 
C

f. A
ristotle, Physica, a revised text w

ith introduction and com
m

entary by W
. 

D
. R

oss, O
xford C

lassical Texts, 1936, Vol. 1, C
hap. 7, 190b17-191a3; 

出
隆
訳

『
自
然
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）、
三
四
頁
以
下
。

13 
C

f. A
ristotle, Physica, Vol. 2, C

hap. 1, EN
, Vol. 6, C

hap. 4.

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
技
術
〔
知
〕
は
も
の
の
生
成
に
関
わ
り
、
技
術
〔
知
〕
の
行

使
は
そ
う
あ
る
こ
と
も
そ
う
で
な
い
こ
と
も
可
能
な
何
か
あ
る
も
の
を
ど
う
し

た
ら
生
じ
る
よ
う
に
で
き
る
か
、
考
察
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
も
の

の
原
理
は
制
作
す
る
者
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
制
作
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
に
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
技
術〔
知
〕
が
関
わ
っ
て
い
る
の
は
、
必
然
的
に
存
在
し
た
り
、

生
成
し
た
り
す
る
も
の
で
も
、
ま
た
自
然
に
従
っ
て
存
在
し
た
り
生
成
し
た
り

す
る
も
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
自
然
的
な
事
物
は
、
自
ら
の
う
ち

に
原
理
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（
神
崎
繁
訳
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
15

ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
二
三
六
頁
以
下
）

14 

ア
ニ
メ
版
『C

O
PPELIO

N

』
の
制
作
事
情
は
、
町
口
哲
生
『
教
養
と
し
て
の
10
年

代
ア
ニ
メ
』（
ポ
プ
ラ
新
書
、
二
〇
一
七
年
）
の
一
九
四
頁
を
参
照
。
前
掲
書
は
、
漫

画『C
O

PPELIO
N

』
を
と
り
ま
い
た
当
時
の
社
会
状
況
に
か
ん
す
る
説
明
も
ふ
く
む
。

15 

金
森
修
「
健
康
と
い
う
名
の
規
範
」（『
科
学
哲
学
』、
第
三
二
巻
、
第
二
号
、
一

九
九
九
年
）
の
一
〜
十
三
頁
を
参
照
。

16 
E. Schrödinger, W

hat is Life, C
am

bridge U
niversity Press, 1944, 65f. 

た
だ

し
、
中
立
進
化
論
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
成
也
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
入
門
：
現
代
進
化
学
へ
の

展
望
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
一
年
）の
第
七
章「
淘
汰
論
か
ら
中
立
論
へ
」を
参
照
。

17 
https://atom

ica.jaea.go.jp/data/detail/dat_detail_09-02-02-06.htm
l 

加
え
て

木
村
雄
治
『
放
射
線
生
物
学
』（
コ
ロ
ナ
社
、
二
〇
一
八
年
）
の
第
四
章
「
放
射
線
の
細

胞
破
壊
」
を
参
照
。

18 
https://atom

ica.jaea.go.jp/data/detail/dat_detail_09-02-03-10.htm
l

19 

山
田
克
哉
『
放
射
性
物
質
の
正
体
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ワ
ー
ル
ド
新
書
、

二
〇
一
二
年
）
の
二
一
〇
頁
を
参
照
。
併
せ
て
高
度
情
報
科
学
技
術
研
究
機
構
「
放
射

線
と
突
然
変
異
」（http://w

w
w.rist.or.jp/atom

ica/data/dat_detail.php?Title_N
o=09-

（15）
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）
と
小
城
勝
相
・
一
色
賢
司
『
食
安
全
性
学
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二

〇
一
四
年
）
の
第
5
回
「
変
異
原
、
発
が
ん
物
質
、
放
射
性
物
質
」
を
参
照
。

20 

山
田
『
放
射
性
物
質
の
正
体
』
の
二
一
二
頁
を
参
照
。

21 
N

. S. K
line &

 M
. C

lynes, C
yborgs and Space, in: Astronautics, 5

（9

）, 1960, p. 
27.

）
22 

K
line &

 C
lynes, C

yborgs and Space, p. 27, p. 75.
23 

J. Lovelock, G
aia: The Practical Science of Planetary M

edicine, G
aia B

ooks 
Ltd., 2000, p. 29.

24 
K

. Lorenz, The fashionable fallacy of dispensing w
ith description, in: 

N
aturw

issenschaften, Vol. 60, N
o. 1, Springer, 1973, S. 5. 

ロ
ー
レ
ン
ツ
の「
実
在
」

概
念
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解
釈
学
的
現
象
学
に
も
と
づ
い
て
理
解
可
能
で
あ
る
。
こ
の

点
は
拙
著『
超
越
の
エ
チ
カ
』『
超
越
の
エ
チ
カ
：
ハ
イ
デ
ガ
ー
・
世
界
戦
争
・
レ
ヴ
ィ

ナ
ス
』（
ぷ
ね
う
ま
舎
、
二
〇
一
五
年
）の
第
七
章「
認
識
論
的
転
回
の
地
平
を
求
め
て
」

お
よ
び
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
も
う
ひ
と
つ
の
主
著
」『
哲
学
へ
の
寄
与
論
稿
：
性
起
か
ら

／
に
つ
い
て
』
の
た
と
え
ば
第
一
四
九
〜
一
五
一
節
を
参
照
。

25 
K

. Lorenz, The fashionable fallacy of dispensing w
ith description, p. 5.

26 

身
体
的
直
立
化
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
篠
憲
二「
人
間
の
転
換
的
本
質
に
つ
い
て
」

（
東
北
大
学
哲
学
研
究
会
編
『
思
索
』、
第
三
二
号
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

27 

「
歴
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
」、「
生
活
世
界
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
に
つ
い
て
は
、
野
家『
無

根
拠
か
ら
の
出
発
』
の
二
五
四
頁
以
下
、
い
わ
ゆ
る
「
経
験
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
に
つ
い

て
は
、
野
家
『
物
語
の
哲
学
』
の
八
二
頁
以
下
を
参
照
。

　
環
境
適
応
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
型
が
現
実
化
す
る
可
能
性
の
一
端
を
遺
伝

物
質
が
保
持
す
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、〝evolution

〞
の
語
源
が
「
巻
物
を
開
く
こ
と

（evolutio

）」
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、「
展
開
」
と
訳
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。H

. B
lum

enberg, D
ie Lesbarkeit der W

elt, 
Suhrkam

p, 1981, S. 19; K
. Lorenz, The Enm

ity betw
een G

enerations and its 
Probable Ethological C

auses, in: Psychoanalytic Review
, Vol. 57, N

o. 3, 
§2.

28 

丸
山
圭
三
郎
『
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
）
の
一
一
六

頁
以
下
を
参
照
。

29 

こ
の
点
は
、
河
合
信
和
『
ヒ
ト
の
進
化 

七
〇
〇
万
年
史
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇

一
〇
年
）
の
「
は
じ
め
に
」、
二
二
七
〜
二
二
九
頁
、
二
七
二
〜
二
七
五
頁
を
参
照
。

こ
の
進
化
人
類
学
的
知
見
に
つ
い
て
と
、
ま
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
『
種

の
起
源
』を
第
一
章「
飼
育
栽
培
で
の
変
異
」か
ら
始
め
た
こ
と
に
垣
間
見
ら
れ
る
ダ
ー

ウ
ィ
ン
進
化
論
の
本
質
が
技
術
知
＆
制
作
論
的
思
考
法
に
あ
る
点
と
は
、
信
太
光
郎

氏
か
ら
ご
教
示
を
受
け
た
。
ご
教
示
へ
の
応
答
は
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
が
、
記
し

て
深
謝
し
ま
す
。

　
さ
て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、「
人
種
」
の
「
祖
先
」
に
つ
い
て
こ
う
記
し

て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
種
が
他
の
人
種
か
ら
分
岐
し
た
こ
と
や
、
す
べ
て
の
人
種
が
共
通

の
系
統
か
ら
派
生
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
そ
れ
を
唯
一
の
祖
先
の
ペ
ア
に
ま
で
た

ど
れ
る
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
変
化
が
生
じ
て
き
た

す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
程
度
は
異
な
っ
て
も
、
何
ら
か
の
点
で
生
活
の

条
件
に
よ
り
適
し
て
い
た
す
べ
て
の
個
体
は
、
よ
り
適
し
て
い
な
か
っ
た
個
体
よ

り
も
多
く
存
在
し
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。（
長
谷
川
眞
理
子
訳『
人
間
の
由
来（
下
）』、

講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
、
四
七
四
頁
）。

　
こ
こ
に
確
認
で
き
る
の
は
、「
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
」
を
人
間
の
祖
先
と
考
え
る
聖
書
的

創
造
説
と
は
異
な
る
進
化
論
的
思
考
法
で
あ
る
。『
種
の
起
源
』
と
『
人
間
の
由
来
』
に

お
い
て
「
ヒ
ト
の
進
化
」
を
扱
う
仕
方
の
違
い
と
共
通
点
に
か
ん
し
て
は
、
入
江
重
吉

『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
進
化
思
想
』（
昭
和
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
の
第
一
章
「
人
間
と
進
化
」

を
参
照
。
ま
た
、「
中
立
進
化
論
」
ま
で
の
研
究
史
に
か
ん
し
て
は
、
斎
藤
成
也
ほ
か

『
ヒ
ト
の
進
化
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
の
序
章
「
人
類
進
化
の
研
究
が
世
界
観

に
与
え
て
き
た
影
響
」
を
参
照
。

30 
Schrödinger, W

hat is Life, p. 63f.

31 

白
川
静
『
新
訂 

字
訓
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の
「
い
き
」、「
い
く
」
の
項
目

（
五
九
〜
六
二
頁
）、
白
川
『
新
訂 

字
統
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の
「【
息
】」
の
項

目
（
五
七
三
頁
以
下
）
を
参
照
。）

32 
Liddell and Scott

’s G
reek-English Lexion, p. 566.

33 

小
松
美
彦
『
死
は
共
鳴
す
る
：
脳
死
・
臓
器
移
植
の
深
み
へ
』（
勁
草
書
房
、
一

九
九
六
年
）
の
六
二
頁
以
下
を
参
照
。

34 

分
子
生
物
学
の
誕
生
か
ら
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
ま
で
の
歴
史
に
か
ん
し
て
は
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ト
ソ
ン
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ベ
リ
ー
『
Ｄ
Ｎ
Ａ
上
：
二
重
ら
せ
ん
の

発
見
か
ら
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
ま
で
』（
青
木
薫
訳
、
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
五
年
）

を
参
照
。

35 

鵜
飼
保
雄
、
大
澤
良
編
著
『
品
種
改
良
の
世
界
史
：
作
物
編
』（
悠
書
館
、
二
〇

一
〇
年
）
の
「
は
じ
め
に
」
と
、
正
田
陽
一
編
『
品
種
改
良
の
世
界
史
：
家
畜
編
』（
悠

書
館
、
二
〇
一
〇
年
）
の
総
説
「
家
畜
育
種
の
歴
史
と
遺
伝
学
の
進
歩
」
を
参
照
。

36 

『
ガ
リ
レ
オ
Ｘ
』、
第
一
二
四
回
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」（
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
、
二
〇
一
六
年
五

月
十
五
日
放
送
）
お
よ
び
山
川
邦
夫
『
野
菜
の
作
型
と
品
種
生
態
』（
農
山
漁
村
文
化

協
会
、
二
〇
一
六
年
）
の
四
四
〜
四
七
頁
を
参
照
。

37 
鵜
飼
、大
澤
編
著『
品
種
改
良
の
世
界
史
：
作
物
編
』の
第
四
章「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」

（
山
田
実
）
を
参
照
。

38
　
鈴
木
宣
弘『
食
の
戦
争
：
米
国
の
罠
に
落
ち
る
日
本
』（
文
春
新
書
、二
〇
一
三
年
）

の
五
九
〜
六
八
頁
。

39 

野
家
啓
一
『
科
学
哲
学
へ
の
招
待
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）
の
第

（16）
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二
章
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
自
然
観
」
を
参
照
。

40 
A

ristotle, Physica, Vol. 2, chap. 2, 194a22-28. 

訳
文
は
、
出
訳
『
自
然
学
』
の

五
一
頁
か
ら
借
用
し
た
。

41 

伊
東
俊
太
郎
、
広
重
徹
、
村
上
陽
一
郎
『
思
想
史
の
な
か
の
科
学
』（
平
凡
社
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
二
年
）
の
三
七
頁
を
参
照
。C

f. Talon-H
ugon, C

., L

’esthétique, 
PU

F, 2004, p. 35f.
42 
野
家
『
科
学
哲
学
へ
の
招
待
』
の
一
一
八
頁
以
下
。

43 

シ
ャ
ノ
ン
と
ウ
ィ
ー
ナ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。 W

iener, N
., 

C
ybernetics: or C

ontrol and C
om

m
unication in the Anim

al and the M
achine, 2nd 

ed., M
IT Press, 1965, Introduction

．

44 

た
だ
し
、
生
物
学
の
数
学
的
物
理
学
化
と
言
え
る
分
子
生
物
学
の
観
点
か
ら
生

体
を
見
る
場
合
で
も
、
小
林
武
彦
『
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
98
％
は
謎
』（
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
、
二

〇
一
七
年
）
と
い
う
書
名
の
と
お
り
、
い
ま
だ
不
明
な
点
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
Ｄ

Ｎ
Ａ
に
お
い
て
は
、
形
相
た
る
設
計
図
と
質
料
た
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
構
図
が
妥
当
す
る
範

囲
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

45 

実
践
的
推
論
は
結
論
が
命
題
で
は
な
く
、
行
為
で
あ
る
た
め
、
正
確
に
は
三
段

論
法
で
は
な
い
。

46 

リ
ク
ー
ル
『
現
代
の
哲
学
Ⅱ
』（
今
村
仁
司
訳
、
岩
波
書
店
）
の
一
三
五
頁
以
下

を
参
照
。

47 

伊
東
ほ
か
『
思
想
史
の
な
か
の
科
学
』
の
二
五
頁
を
参
照
。
…
…
戦
時
下
で
幸
福

と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
大
前
提
が
〝
技
術
知
の
実
践
的
推
論
〞
か
ら
失
わ
れ
た
状

況
に
あ
っ
て
研
究
資
金
を
政
治
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
益
至
上
主
義
に
牛
耳
ら
れ
、
政
治
ビ

ジ
ネ
ス
的
監
視
の
な
か
で
生
活
上
も
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
た
科
学
者
共
同
体
が

悪
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

48 

「
正
／
不
正
」を
価
値
と
す
る「
政
治
」、「
勝
／
敗
」を
価
値
と
す
る「
軍
事
」、「
利

／
損
」を
価
値
と
す
る「
ビ
ジ
ネ
ス
」は
、そ
れ
ぞ
れ
に
中
心
的
価
値
が
異
な
る
け
れ
ど
、

こ
う
し
た
諸
文
脈
が
絡
み
合
う
仕
方
が
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
に
と
っ
て
戦
争
は
、「
手
段
」
は
異
な
れ
、「
政
治
の
単
な
る
継
続
」
で
あ
っ
た
が

（C
lausew

itz, Vom
 K

riege, S. 39

）、
こ
う
し
た
広
義
の
政
治
が
ビ
ジ
ネ
ス
化
す
る
仕

方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
多
様
な
戦
争
を
め
ぐ
る
形
而
上
学
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」

（
持
田
睦
、
横
地
徳
広
編
著
『
戦
う
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
：
倫
理
学
的
横
断
へ
の

試
み
』、
弘
前
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

49 

藤
田
省
三
「
全
体
主
義
の
時
代
経
験
」（
藤
田
『
全
体
主
義
の
時
代
経
験
』
所
収
、

み
す
ず
書
房
、
一
九
九
五
年
）
の
二
一
頁
。
た
だ
し
、
藤
田
の
難
民
論
に
は
肯
き
え
な

い
。
ナ
チ
ス
親
衛
隊
が
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
民
か
ら
市
民
的
権
利
を
剥
奪
し
、
帝
国
全

体
を
強
制
収
容
所
化
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一

と
多
の
問
題
：
ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら
ア
レ
ン
ト
へ
？
」（
東
北
大
学
倫
理
学
研
究
会
編

『M
O

R
A

LIA

』、
第
二
六
号
、
二
〇
一
九
年
）を
参
照
。
ち
な
み
に「
パ
ブ
ロ
ブ
の
犬
」

を
人
間
に
当
て
は
め
た
ケ
ー
ス
を
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
一
九
六
頁
で
検
討
し
て
い
る
が
、

ナ
チ
ス
親
衛
隊
が
「
行
動
主
義
」
と
「
ヒ
ュ
ー
ム
主
義
」
の
ナ
チ
ス
的
混
交
に
よ
っ
て

ド
イ
ツ
第
三
帝
国
民
を
犬
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
意
味
へ
の
問

い
と
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ア
レ
ン
ト
：
推
論
、
問
答
、
真
性
化
の
観
点
か
ら
」（
東
北
大

学
哲
学
研
究
会
編
『
思
索
』、
五
一
号
、
二
〇
一
九
年
）
の
一
三
四
頁
を
参
照
。

50 

こ
の
点
は
、
拙
著
『
超
越
の
エ
チ
カ
』
の
第
5
章
「
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
定
言
命

法
？
」
を
参
照
。

51 

こ
の
強
欲
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と

資
本
主
義
の
精
神
』（
一
九
〇
四
／
〇
五
年
）
で
考
察
さ
れ
た
精
神
の
自
動
性
と
の
関

係
を
問
う
べ
き
だ
が
、
フ
リ
ー
ド
マ
ニ
テ
ィ
ズ
ム
で
極
限
化
す
る
利
益
至
上
主
義
の

強
欲
は
、
目
的
な
し
に
自
動
的
増
幅
を
つ
づ
け
る
強
欲
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
科
学

上
の
目
的
な
し
に
開
発
さ
れ
た
科
学
技
術
に
事
後
的
に
営
利
目
的
を
見
出
す
か
、
科

学
上
の
目
的
な
し
に
営
利
目
的
を
す
べ
て
に
し
て
科
学
技
術
を
開
発
す
る
か
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
そ
の
強
欲
は
科
学
技
術
の
開
発
が
ぞ
く
す
る
文
脈
を
科
学
的
文
脈
か
ら

利
益
至
上
主
義
の
文
脈
へ
と
置
き
換
え
て
い
る
。
関
連
し
て
言
え
ば
、
シ
カ
ゴ
大
学

で
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
同
僚
で
あ
っ
た
宇
沢
弘
文
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン
経
済

学
に
お
け
る
「
市
場
原
理
主
義
の
ゴ
ス
ペ
ル
」
を
指
摘
し
て
い
た
（
内
橋
克
人
、
宇

沢
弘
文
『
始
ま
っ
て
い
る
未
来
：
新
し
い
経
済
学
は
可
能
か
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

九
年
、
二
一
頁
）。

52 

白
川『
新
訂
　
字
統
』
の「
倫
」
の
項
目（
九
二
四
頁
以
下
）、
白
川『
新
訂
　
字
統
』

の
「
理
」
の
項
目
（
九
〇
五
頁
）、
白
川
『
新
訂
　
字
訓
』
の
「
こ
と
わ
り
」
の
項
目
（
二

九
五
頁
以
下
）
を
参
照
。

53 

野
家
啓
一
「
既
視
感
（déjà vu

）
の
行
方
」（『
現
代
思
想
』、
第
四
二
巻
、
第
十
二

号
、
青
土
社
、
二
〇
一
四
年
）
の
三
四
頁
以
下
を
参
照
。

54 

こ
の
点
は
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
『
縛
ら
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
』（
呉
茂
一
訳
、『
ギ

リ
シ
ア
悲
劇
Ⅰ
』
所
収
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
八
五
年
）
の
二
一
頁
以
下
、
三
一

頁
以
下
を
参
照
。

55 
M

. H
eidegger, Logik, D

ie Frage nach der W
ahrheit, G

A
20, V. K

losterm
ann, 

1995, S. 1. 

た
だ
し
、〝hē ēthikē

〞
の
由
来
が
〝ēthos

〞
だ
と
い
う
指
摘
は
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
も
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
で
確
認
し
て
い
た
語
源
俗
解
の
一
種
で
あ
る
。

56 
M

. H
eidegger, Ü

ber den H
um

anism
us, V. K

losterm
ann, 1949, S. 48.

57 
H

. A
rendt, Vita activa, Piper, 1958, 

§4, S. 35.
58 
ア
レ
ン
ト『
活
動
的
生
』（
森
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
五
年
）の
五
〇
八
頁
、

第
一
章
、
訳
注
1
。

59 
A

rendt, Vita activa, 

§7, S. 65f.

60 
A

rendt, Vita activa, 

§7.

（17）
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61 

宮
下
直
『
生
物
多
様
性
の
し
く
み
を
解
く
』（
工
作
舎
、
二
〇
一
四
年
）
の
第
四

章
「
問
題
の
実
態
」
と
第
五
章
「
多
様
性
の
原
理
」
を
参
照
。

62 
J. A

. D
oudna, S. H

. Sternberg, C
rack in C

reation: G
ene Editing and The 

U
nthinkable Pow

er to C
ontrol Evolution, H

oughton M
i

in H
arcourt, 2017, pp. 

xii–xiv. 

ク
リ
ス
パ
ー
を
も
ち
い
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
加
工
が
癌
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
に
か
ん
し
て
は
以
下
を
参
照
。E. H

aapaniem
i, S. B

otla, J. Persson, B
. 

Schm
ierer, J. Taipale, C

R
ISPR

–C
as9 genom

e editing induces a p53-m
ediated 

D
N

A
 dam

age response, in: N
ature M

edicine, vol. 24, 2018, pp. 927-930. 

ま
た
、

南
方
科
技
大
学
副
教
授
で
あ
る
賀
建
奎
は
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
五
日
、
ク
リ
ス
パ
ー

を
も
ち
い
て
Ｃ
Ｃ
Ｒ
5
と
呼
ば
れ
る
遺
伝
子
を
改
造
し
、
双
子
を
誕
生
さ
せ
た
と
公

表
し
た
が
、
同
月
二
八
日
、
香
港
で
開
催
さ
れ
た
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
国
際
会
議
」
に

お
い
て
も
賀
は
同
じ
内
容
を
話
し
た
。
二
〇
一
九
年
六
月
三
日
に
刊
行
さ
れ
た

N
ature M

edicine

誌
に
掲
載
さ
れ
たX

. W
ei

とR
. N

ielsen

の
報
告C

C
R

5-
32 is 

deleterious in the hom
ozygous state in hum

ans

に
よ
れ
ば
、
二
人
は
、
件
の
Ｃ
Ｃ

Ｒ
5
遺
伝
子
に
お
け
る
変
異
を
親
か
ら
受
け
継
い
だ
子
は
寿
命
が
短
い
傾
向
に
あ
る

こ
と
を
統
計
分
析
で
明
ら
か
に
し
た
。

63 

た
だ
し
、
ゲ
ノ
ム
は
「
生
命
の
聖
書
」
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
比
喩
を
も
ち
い
る

分
子
生
物
学
の
術
語
法
が
は
ら
む
諸
問
題
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
映
画
『
ブ
レ
ー
ド

ラ
ン
ナ
ー
』
の
生
命
倫
理
学
：
虚
実
の
あ
い
だ
で
詭
弁
を
見
定
め
る
」（『
フ
ィ
ル
カ

ル
』、
第
三
巻
、
第
一
号
、
ミ
ュ
ー
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

64 
C

f. M
. J. Sandel, The C

ase against Perfection, B
elknap Press, 2009, 

Epilogue. 

盛
永
審
一
郎
『
人
受
精
胚
と
人
間
の
尊
厳
：
診
断
と
研
究
利
用
』（
リ
ベ
ル

タ
ス
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
の
第
一
章
「
人
受
精
胚
の
身
分
：
日
本
の
生
命
倫
理
政
策

批
判
」
を
参
照
。
人
体
実
験
の
禁
止
に
か
ん
し
て
は
、
神
里
彩
子
、
武
藤
香
織
編
『
医

学
・
生
命
科
学
の
研
究
倫
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）

の
主
に
第
1
部
「
人
を
対
象
と
す
る
医
学
・
生
命
科
学
研
究
に
関
す
る
倫
理
の
基
礎
知

識
」
を
参
照
。
ま
た
日
本
で
は
「
二
〇
〇
一
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
『
ヒ
ト
に
関
す
る

ク
ロ
ー
ン
技
術
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
』
で
、
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
ヒ
ト
ク
ロ
ー

ン
個
体
の
作
製
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
」（『
幹
細
胞
・
ク
ロ
ー
ン
研
究
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
：

再
生
医
学
を
め
ざ
し
た
幹
細
胞
の
分
離
・
培
養
・
分
化
制
御
か
ら
再
プ
ロ
グ
ラ
ム
化

の
研
究
ま
で
』、
実
験
医
学
別
冊
、
羊
土
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
一
七
頁
）。

65 
J. W

u, Interspecies C
him

erism
 w

ith M
am

m
alian Pluripotent Stem

 C
ells, in: 

C
ell, 171

（5

）, C
ell Press, 2017, pp. 480–484.

66 
W

u, Interspecies Chim
erism

 w
ith M

am
m

alian Pluripotent Stem
 Cells, p. 474f.

67 

人
間
た
ち
の
集
団
密
度
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
ヒ
ト
と
ヒ
ト
の
あ
い
だ
で
「
伝
染

病
」
が
広
が
る
危
険
性
も
高
ま
り
、
伝
染
病
へ
の
「
遺
伝
的
抵
抗
性
」
が
発
達
し
た
可

能
性
を
木
村
は
そ
の
著
『
生
物
進
化
を
考
え
る
』
で
指
摘
し
て
い
た
が
（
二
六
六
頁
）、

遺
伝
的
抵
抗
性
が
有
効
で
は
な
い
新
た
な
伝
染
病
や
、
そ
も
そ
も
異
種
間
で
広
が
り

う
る
感
染
症
、
新
た
な
そ
れ
ら
の
温
床
が
発
生
し
相
即
す
る
可
能
性
の
こ
と
で
あ
る
。

68 

「
京
大
と
近
畿
大
、
水
研
セ
ン
タ
ー
、
メ
ダ
カ
や
マ
ダ
イ
、
ト
ラ
フ
グ
で
簡
便
ゲ

ノ
ム
編
集
」（
二
〇
一
四
年
十
月
十
日
）、『
日
経
バ
イ
オ
テ
ク
』
を
参
照
。

69 

陽
捷
行
『
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』（
養
賢
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
お
よ
び
安
田
節
子

『
自
殺
す
る
種
子
』（
平
凡
社
新
書
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

70 

併
せ
て
、
マ
リ
ー=

モ
ニ
ク
・
ロ
バ
ン
『
モ
ン
サ
ン
ト
：
世
界
の
農
業
を
支
配
す

る
遺
伝
子
組
み
換
え
企
業
』（
戸
田
清
監
修
、
作
品
社
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

71 

ゲ
ノ
ム
編
集
の
例
は
小
稿
の
註
65
の
ヒ
ト
ブ
タ
に
な
る
が
、
多
田
富
雄
『
免
疫
の

意
味
論
』（
青
土
社
、
一
九
九
三
年
）
で
は
鳥
の
胚
に
行
な
っ
た
移
植
手
術
の
例
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ワ
ト
リ
の
「
胚
」
に
ウ
ズ
ラ
の
「
胚
」
の
一
部
を
移
植
す
る
と
、

ウ
ズ
ラ
の
脳
や
頭
部
、
羽
根
が
表
現
型
と
し
て
出
現
す
る
例
で
あ
る
（
前
掲
書
、
十
二

〜
十
八
頁
）。「
免
疫
の
中
枢
臓
器
」
で
あ
る
「
胸
腺
」
に
な
る
「
原
基
」
を
同
時
に
移

植
す
る
と
、
ウ
ズ
ラ
胚
由
来
の
体
細
胞
へ
の
拒
絶
反
応
は
起
き
な
い
が
、
移
植
し
な

い
場
合
は
そ
の
移
植
が
原
因
で
絶
命
す
る
と
言
う
（
前
掲
書
、
十
五
頁
）。

72 

こ
の
こ
と
は
、
高
木
由
臣
『
有
性
生
殖
論
：
「
性
」
と
「
死
」
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の

か
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
四
年
）
の
場
合
、「
有
性
生
殖
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」

を
解
消
す
る
先
鋭
的
試
み
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
（
二
一
四
頁
以
下
、
二
一
〇
頁
以

下
）。
こ
れ
に
対
し
て
『
基
礎
老
化
研
究
』（
第
三
八
巻
、
第
三
号
、
二
〇
一
四
年
）
で

三
井
洋
司
が
記
し
た
、『
有
性
生
殖
論
』
へ
の
批
判
的
書
評
も
併
せ
て
参
照
。

　
ま
た
、
人
類
の
〈
進
化
史
ア
プ
リ
オ
リ
〉
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、「
ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス
と
は
何
か
」
と
い
う
内
的
考
察
を
ふ
ま
え
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
以
前
か

ら
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
へ
の
進
化
と
い
う
外
的
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
け
れ

ど
、
着
目
す
べ
き
は
、『
種
の
起
源
』
に
つ
づ
く
『
人
間
の
由
来
』
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、

「
人
間
が
何
ら
か
の
よ
り
下
等
な
生
物
か
ら
由
来
し
た
」
と
い
う
結
論
を
「
性
淘
汰

〔
＝
選
択
〕」
の
観
点
か
ら
提
示
し
た
点
で
あ
る
（
長
谷
川
訳
『
人
間
の
由
来
（
下
）』、

四
七
〇
頁
）。
こ
れ
は
、
上
述
の
「
有
性
生
殖
」
問
題
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
、
そ
の

哲
学
的
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

73 

拙
稿
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
を
参
照
。

74 

た
だ
し
、
こ
れ
は
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
「
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
」
概

念
で
は
な
く
、
論
者
な
り
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
公
民
権

運
動
と
新
た
な
日
常
的
共
存
：
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
概
念
の
ネ
ガ
を
確
か
め
る
」（
持

田
、
横
地
編
著
『
戦
う
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
』）
を
参
照
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
け
な
が
ら
米
国
大
統
領
と
し
て
核
兵
器
増
強
を
了
承
し
た
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
の
欺

瞞
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「〈
絶
対
戦
争
〉
後
の
世
界
を
考
え
る
こ
と
」
の
第
三
節
「
絶

対
戦
争
と
わ
れ
わ
れ
の
日
常
」
を
参
照
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
欺
瞞
の
構
造
的
拡
大
は

ど
こ
に
ま
で
及
ん
で
い
る
か
、
こ
の
点
に
あ
る
。

（18）
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